
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

高
齢
者
や
心
身
に
障
害
の
あ
る
人
が
充
実
し
た
在
宅
生
活
を
送
れ
る
よ

う
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
と
協
力
を
得
て
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
、
平
成
６
年
４

月
、
松
戸
市
福
祉
公
社
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
大
勢
の
協
力
会
員
に
よ

る
家
事
援
助
・
介
護
援
助

サ
ー
ビ
ス
の

提
供
の
ほ
か
、
二
十
四
時
間
あ
ん
し
ん
電
話
サ
ー
ビ
ス
、
理
髪
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
し
く
生
活
援
助
型
の
配
食
サ
ー
ビ

ス
（
週
五
日
）
を
今
年
度
か
ら
試
行
的
に
実
施
す
る
た
め
の
準
備
も
進
め
て

い
ま
す
。

福
祉
公
社
は
、
こ
れ
ら
の
公
社
独
自
の
事
業
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
市

か
ら
委
託
を
受
け
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
す
る
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の

高
齢
社
会
に
向
け
て
、
↑仕
宅
支
援
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

福
祉
公
社
の
会

員
を

募
集
し
て

い
ま
す

福

祉
公

社

は

、
サ

ー
ビ
ス

を

利
用

す

る
利

用

会
員

と

サ

ー
ビ

ス
を

提

供

す

る

協
力

会

員

、
事

業

に
賛

同
し

て

い
た

だ

け

る
賛

助
会

貝

に
よ

っ
て
成

り

立

っ
て

い
ま

す

。

平

成

６
年
1
0
月

か
ら

始
ま

っ
た
会

員

制

に
よ

る

家
事

援
助

・
介

護
援

助

サ

ー

ビ
ス
も

満
二

年

を

迎
え

、
そ

の
問

の
利

用

会
員

は
三

百

九

十
人

、
延

べ
利
用

回

数
は
一
万
四
千
六
百
五
十
八
回
（
三
万

四
千

二

百
二

時
間

）

に
も

な
り

ま

す

。

ま

た

、’
サ

ー
ビ
ス

を
提

供

し
た

協
力

会

員
活
動
者
は
四
百
二
人
で
し
た
。

サ

ー
ビ

ス

を
利

用
し

た

い
人

、

福

祉

に
関
心

が
あ
り

、

社
会

に

役

立

つ
活

動

を

し

た

い
と
思

っ
て

い

る
人

の
参

加

を

お
待
ち

し

て

い
ま

す

。

利

用

会

員

高

齢

だ

っ
た
り

、

障
害

を

持

っ
て

い

た
り

し
て

、

日
常

生
活

の
中

で
手

助

け

を
必
要
と
す
る
人
（
世
帯
）
。
買
い
物
・

散

歩

の
同

行

・
通

院
等

に
も

利
用

で

き

』

ま
す

。

※
た

だ
し

、
サ

ー

ビ
ス
内

容

・
日

程

等

は
公
社
で
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す

。

※
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
は
、
左
表

の
と

お
り
で
す
。

協
力
会
員

利
用
会
員
の
自
宅
へ
出
向
き
、
掃
除
・

洗
濯

・
調
理
な
ど
の
家
事
援
助
や
、
通

院
・
散
歩
の
介
助
な
ど
の
介
護
援
助
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
会
員

。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
を
お
持
ち
の
巾

内
在
住

・
在
勤
の
一
。十
歳
以
上
の
人
。

※
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
知
識
や
技
術
を

身
に
付
け
て

い
た
だ
く
た
め
、
登
録

時
に
基
礎
研
修
を
受
け
て
い
た
だ
き

ま
す
。

賛
助
会
員

福
祉
公
社
の
事
業
に
賛
同
し
て
い
た

だ
け
る
個
人
・
団
体
・
企
業
な
ど
の
皆

さ
ん
。

圖
謝
松
戸
市
福
祉
公

社

登
6
8・
2
9
4

1
番非

常
勤
職
員
を
募
集

職

種

ホ

ー

ム

ヘ

ル

パ

ー
　

採

用

人

員

若

干

名
　

資

格

等

介

護

福

祉

士

ま

た

は

ホ

ー

ム

ヘ

ル

パ

ー

養

成

研
修
講
座
。
級
～
三
級
課
程
修
了

者
説
明
会

1 2
月
1
日
(
日
)
午
前

1 0

時

か

ら

福

祉

公

社

（

松

戸

市

上

矢

切
二
九
九
の
一
・
総
合
福
祉
会

館

内

）

で

※

市

内

の

医

療

・

福

祉

施

設

に

勤

務

さ

れ

て

い

る

人

は

ご

遠

慮

く

だ

さ

い

。

サービス利用料

ご利用ください

外国人のため

の

相談窓口

「日常生活の脳みをお国言葉でスムーズに相談しよう」と、市内在住の外国人のた

めの相談窓口を開設しています。

現在、市内には６０力国以上、約６,０００人の外国人が暮らしていて、その中には、

日本語がまだうまく話せないために、日常生活に支障をきたしている人もいます。

皆さんのお近くに困っている人がいたら、ぜひ教えてあげてください。

相 談 日…毎月第2・第4火曜日（祝日を除＜）、午前9時～正午

会　　場…市役所本館2階相談コーナ一

相談内容…日常生活における諸問題

取扱言語…英語・中国語・ポルトガル語・スペイン語　　費　用…無料

人口と世帯

人口　460,907,人 ［＋　34 ］

男　234,033 人 ［＋　44 ］

女　226,874 人 ［-　10 ］

世帯　173,479 世帯［+  158 ］

Please feel free to ask our advice on your life in Matsudo.

主な内容

公文書公開の利用状況(上半期)②

Date　Every 2nd and 4th Tuesday （ln the case of ａ national holiday,we have ｎｏ service.)

Time 9:OOa.m ～noon

戸'lace Matsudo City Hall( “Soudan  corner")

Language English,Chinese,Portuguese and Spanish are available.

Ｃharge Free

Inquiry “Shimin soudan shitsu”

骨粗しょう症検診を始めます

松戸市の財政事情を公表④

情報チャンネル　　　　 ⑥

見に行こう　聴いてみよう

相談あんない　ほか

福祉公社のサービスを

気軽にご利用ください

入会金

月会費

派遣時間

家 事

介 護

理 髪

派遣経費

24 時間あんしん

電話サービス

家

事

’

介

護

サ

ー

ビ

ス

利
　
用
　
料

1,000 円（登録時の み）

月1,000円

月～金曜日
土 一日曜

日・祝日

午前9時～・午前8時～9時午前8時～

午後5時　　午後5時～8時 午後8時

1時限　　　1時間　　11時間

900円i 1,100 円11,100 円

1時間　　11 時間　　 日時間
i

1,100円  1,300 円 ・　1,300円

1回ら,000円

派遣1回につき500円

月3,500 円（通話料・消費税別）

黷市民相談室

囗

は
前
月
比

発行：松戸市　編集：企画部広報課

〒271　松戸市根本387-5

TEL.0473-66-1111　FAX0473-63-3200

１１月１日現在

相談､入会申し込み

・サービス依頼
ｉ 利用料の支払1`

・活動依頼

・活動に対する

謝礼金

・訪問相談　
丶

・利用料の請求

・サービス提供

福祉公社

利用会員協力会員



お知らせします粗大ごみ処理券

販 売 店

を募集

圃 清掃業務課業務第一係

12月４日～10 日は

人権週間です

人権講演会　　｜特設人権相談所

実施機関別開示請求状況

人権擁護委員

委員名　　｜　　住　所　　 ｜　　電　 話

市　長

一

教育

委員会

一

議　会

一

合　計

受け付けや相談は

※上表以 外の実施機関に ついての開示請求は 、あり ません

でし た。

価格(送料別)　申し込み

市
立
保
育
所
臨
時
職
員
（
保
母

を
募
集
し
ま
す

公
文
書
公
開
制
度

平
成
８
年
度
上
半
期
利
用
状
況

相
談
を
受
け
る
公
文
書
公
開
コ

ー
ナ
ー
窓
口

請
求
文
書
件
数
は
2
0
件

平
成
８
年
９
月
3
0
日
ま
で
の
実
施

機
関

別

の
開
示

請
求

の
状
況

は
、
下

表

の
と
お

り
で

す
。

な
お
、

開
示
巾

し
出

は
あ

り
ま
せ

ん
で

し
た

。

こ
れ
ら
の
開

ボ
請

求
の
う
ち
、
「

個

人
情
報
保
護
審
議
会
会
議
録
（
平
成

６

年

４

月

１

日

～

７

年

３

月
3
1
日

分
）
」

の
一
部

開
示

決
定

に

つ
い
て

は
、
請
求
者
よ
り
異
議
申
し
立
て
が

な

さ
れ
ま

し
た

。
こ

の
た

め
、

実
施

機
関

よ
り

、
学

識
経

験
者

な
ど
五

人

市
民
の
皆
さ
ん
の
市
政
参
加
を
一

層
進
め
、
よ
り
開
か
れ
た
ク
リ
ス
タ

ル
な
市
政
の
実
現
を
め
ざ
し
て
平
成

７
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
「
公
文

書
公

開
制
度
」
。

平
成
８
年
度
上
半
期
の
利
用
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

固

総
務
部
総
務
課

で
構
成
さ
れ
る
「
松
戸
市
公
文
書
公

開
審
査
会
」
へ
諮
問
さ
れ
、
現
在
、

審
査
会
に
お
い
て
慎
重
で
公
正
な
審

査
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
７
年
度
に
異
議
中
し

立
て
が
な
さ
れ
た
「
平
成
６
年
度
に

お
け
る
松
戸
市
都
市
計
画
審
議
会（
協

議
会
）
会
議
録

『
外
環
道
路
に
係

る

内
容
二
回
分
』
の
非
開
不
決
定
に

つ
い
て
は
、
本
年
７
月
に
審
査
会
よ

り

「
当
該
公
文
書
を
公
開
す
べ
き
」

と
い
う
答
申
が
出
さ
れ
、
８
月
に
開

示
さ
れ
ま
し
た
。

※
審

査
結
果

は
1
2
月
下
旬
（
予

定
）

に

文
書
で

お
知

ら
せ

し
ま

す
。

し
て
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
〒
2
7
1

松
戸
市
根
杢

二
八
七
の
五
松
戸
市

役
所
清
掃

業
務
課
へ

売
す
る
小
売
店
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
店
舗
数
…
約
百
店

応
募
要

件

糸
水

売

業
を
営
ん

で
い
る
こ
と
②
前
年
度
の
事
業
税
・

所
得
税

・
法
人
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
こ
と
③
公
金
の
処
理
お
よ
び

そ
れ
に
係
わ
る
事
務
処
理
が
適
正

に
で
き
る
こ
と
④
土
曜
・
日
曜
日

の
両
方
ま
た
は
ど
ち
ら
か
が
営
業

日
で
あ
る
こ
と
⑤
午
後
８
時
ま
で

営
業
し
て
い
る
こ
と

業
務
内
容
・：
処
理
券
の
販
売
な

ど圃
1
2
月
1
0
日
(
火
9
ま
で
に
、
清
掃

業
務
課

・
各
支
所
で
配
布
て
る
所

定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

平
成
９
年
４
月
１
日
か
ら
粗
大

ご
み
の
収
集
が
有
料
に
な
り
、
粗

大
ご
み
処
理
券
に
よ
っ
て
費
用
を

負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
市
民
の
皆
さ
ん

が
手
軽
に
入
手
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
粗
大
ご
み
処
理
券
を
販

人
権
や
子
ど
も
の
い
じ
め
な
ど
の

問
題
は
、
人
権
擁
護
委
員（
下
表
）
に

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
千
葉
地
方
法
務
局
松
戸
支

局
（
登
6
3・
6
2
7
8

番
）
で
も
相

談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

嶷

援
護
課
庶
務
係

一
定

の

要

件

に

該
当

す

る
民

間

駐

車

場

の

設

置

に

は
税

制

上

の

優

遇

措

置

が

あ
り

ま

す

市
で
は
、
駅
周
辺
市
街
地
で
の
路

上
駐
車
な
ど
の
解
消
を
め
ざ
し
、
平

成
６
年
９
月
に
「
松
戸
市
駐
車
場
整

備
計
両
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
民
間
に
よ

る
駐
車
施
設
整
備
の
促
進
を
図
る
た

め
、
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
駐

車
場
を
設
置
す

る
場
合
、
不
動

産
取

得
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の
軽
減
措

假
を
受
け
ら
れ
る
制
度
が
設
け
ら
れ

て

い
ま
す
。

要

件
・：
①
駐
車
場
整
備
地
区

内

（
松
戸

・
新
松
戸

・
八
柱
・
東
松
戸

駅
周
辺
）
に
設
置
②
五
百
平
方
び
以

上
③
乱
体
式
な
ど
④
時
間
貸
し
駐
車

場
こ
の
制
度
を
受
け
る
た
め
に
は
、

「
松
戸
市
駐
車
場
整
備
計
画
」
に
掲

載
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
今
後

要
件
に
該
当
し
そ
う
な
駐
車
場
を
計

画
し
て
い
る
人
は
、
１
月
3
1
日
(
金
)
ま

で
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

貲

都
市
計
画
課
計
画
係

ふ

る

さ

と

便

・

松

戸

特

産

の

ネ

ギ

を

販

売

松

戸

の
特

産
品

の

「
矢
切

ネ

ギ
」

と
「
小
金
あ
じ
さ
い
ネ
ギ
（
葉
不
ギ
）
」

は
全
国

的

に
有

名
で
、
高

級

料
亭
な

ど
で
も

広
ぐ

使

わ
れ
て

い
ま
す

。

ぜ

ひ

一
度

ご
賞

味
ぐ

だ
さ

い
。

申
込
期
限
1
2
月
1
6
日
(
月
)
　
引
き

渡
し

・
発

送
1
2
月
４

日
水

～
2
4日
天

行
政
資
料
セ
ン

タ
ー
に
は
、
行
政

に
関
す
る
刊
行
物
や
資
料
も
取
り

そ
ろ
え
て
い
ま
す
の
で

、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

中

小

企

業

設

備

近
代

化

資

金
を

ご

利

用

く

だ

さ

い

千
葉
県
で
は
、
中
小
企
業
の
杵
さ

ん
に
、
長
期
無
利
子
の
設
備
資
金
を

融
資
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
固
千
葉
県
東
葛
飾
支
庁

商
工
労
政
課

商
工

観
光
係

容
6
1・
2
1
1
5

番

国

の

教

育

ロ

ー
ン

・
年

金
教

育

資

金
貸

付

厚
生
年

金
保
険
や
国
民
年

金
に
十

年
以
上
加
人
し
て
い
る
人
に
は
、
年

金
積
立
金
を
原
資
と
し
た
還
元
融
資

の
一
環
と
し
て
、
入
学
時
や
在
学
中

の
教
育
費
を
低
利
で
借
り
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
が
あ
ｈ
７
ま
す
。

こ
の
貸
付
制
度
は
、
国
民
金
融
公

庫
の
一
般
教
育
ロ
ー
ン
と
の
併
用
も

で
き
ま
す
。

融

資

金
額

学
生

・
生

徒
一
人

に

つ
き
、
厚
生
年
金

保
険
加
入
中

の

人

＝
百
万
円
以
内
、
国
民
年

金
加
入

中

の
人

＝
五
十
万

円
以
内
　

融
資

利

率

年
三
・
四
〇
％

（
平
成
８
年

９
月
1
日
現
在
）
　
返
済
期
間
八

年
以
内
（
据
置
期
間
は
在
学
期

間
内

で
最
長
四
年
）

慧

知
千
葉
県
年
金
住
宅
協
会
昔
0
4
3
・

2
2
5
・
8
1
6
7
番

圓
保
育
課

期
間
中
は
右
表
の
と
お
リ
講
演
会
の
開

催
や
相
談
所
の
開
設
を
行
い
ま
す
。

対
　
象

募
集
人
数

賃
　
金

－
交
通
費

勤
務
時
間

申
し
込
み

保

母

資

格

が

あ

る

人

若

干

名

時

給

九

百

円

日

額

三

百

六

十

円

ま

で

①

午

前

９

時

か

ら

午

後

４

時

（
月

～

金

曜

日

）

②

午

前

９

時

か

ら

午

後

０

時
3
0
分

（
土

曜

旦

１
１
月
2
9
日
(
金
)
ま
で
に
電

話

で

保

育

課

へ

矢切ネギ

あじさいネギ

(葉ネギ)

泥ネギ葉つき

ﾜk9 入り

2,000円

葉ネギ

1.5k9入り

1,300円

松戸市農協経済 セン ター

041-5151 番または同

農協各支店へ （土 ・日・

祝日を除＜）

千葉小金農協経済課

魯42－1079番へ（土・

日・祝日を除＜）

主
な
請
求
内
容

一

非

開
示

一
部

開

示

開
示

計

開
示
率

開
示
状
況

、
実

施
機

関

公文書公開コーナー

公文書公開制度の受け付けや相談は、市

役所別館１階行政資料センター内「公文書

公開コーナー」で行っています。 Ｏ

件
　
　

Ｏ

件
　
　
　
Ｏ

件
　
　
　

○
件

６
件
　
　
　
４
件
　
　
　
１
件
　
　
　
1
1
件

６
件
　
　

１
件
　
　
　
２

件
　
　
　

９

件

1
2件
　
　

５

件
　
　

３
件
　
　
　
2
0
件

市政モニター、

環境審議会会

議録など

教育委員会会

議録、予算の

執行など

視察報告、常

任委員会会議

録など

100％

100％

100％

-

100％

有坂　星子

和田　康男

谷口　充 徳

高橋　むつ き

鈴木　一夫

瀧田　泰子

山田　英夫

沖　 英 雄

金ヶ作306

松戸新田18-4

中金杉2-20

上本郷2334-6

ニツ木144-2

上本郷3730

小山265

松戸1488

87ー5055番

62-7853 番

42-ﾜ925 番

67ー1404番

41-0192 番

62-2683 番

62-8886番

引-0888番

12/7(土)

午後2時～

3時30 分

勤労会館

弁護士　高橋むつ

き氏の講演「高齢

者の人権について」

民生児童委員・保

護司 ・母子福祉推

進員・一般

12／9(月)

午 前11 時 ～

午 後3 時

伊 勢 丹松 戸 店

11 階 特別 会 議 室

家 庭 問 題 （親子 ・

相 続 ）、借 地､ 借家 、

差別 、いじ めな ど

一 般

費用　　　　　無料

日
時

一
会
場
一

内
容
　
一

対

象

広報 1996年(平成８年)11月２５日

耜 大 ご み を 処 分

す る と き は 、処

理 券 を 張 る の ね



骨の健康診断川井敏久

骨粗しょう症検診
緑花清流

骨
粗
し
ょ
う
症
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の

不
足

か
ら

、
骨

が
も

ろ
く

な
っ
て

し

ま
う
病
気
で
す
。
高
齢
者
の
骨
折
が

寝
た

き
り

の
原
因

に

な
る
こ

と

も
多

く
、
近
年
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し

た
。

個

人
差

は

あ
り
ま

す

が
、
骨

の
密

度

は
二

卜
歳

を
過

ぎ
た

こ
ろ

か
ら
低

下
し

て

い
き
ま

す

。
特

に
女

性

は
出

産

・
授
乳

時

に
人
量

の

カ
ル

シ
ウ

ム

を

消
費
す

る
こ

と

や
、
閉

経
後

に
女

性

ホ
ル

モ
ン

が
激
減

す

る
こ
と

な
ど

か
ら
骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
り
や
す
ぐ
、

高

齢
に

な

る
と
、

か
か

る
率

は
男
性

の
三

～
四

倍

に
も

な
り
ま

す
。

市
で
は
、
今
年
度
か
ら
骨
粗
し
ょ

う
症
検
診
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し

た

。
こ

の
検

診

は
、
現

在
自

分

の

骨

が
ど
ん
な

状
態

な
の

か
、
将

来
的

に
は

ど
う

か

を
調

べ
る

も
の
で

す
。

ま
た
そ

の
後

、
検

診
の

結
果
を

も
と

に
、
病

気
を

予
防

す
る
た

め

の

「
健

康

教
室

」
も
行

い
ま
す

。

あ

な
た
も

骨
密

度
を
測

定
し

て
、

今
後

の
健
康

づ
く

り
に
役

立
て

て
く

だ
さ

い
。

先
日

、
「
花
と
緑

の
フ
ェ
ス
テ

ィ

バ
ル
猖
イ
ン
松
戸
」
が
県
と
の

共
催
に
よ
り
、
2
1世
紀
の
森
と
広

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
開
催

に
当
た
っ
て
は
、
緑

や
花
で
街
を

美
し
く
し
た
い
と
願
う
多
数
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

の
ご
協
力
を

得
て
、
無
事
と
り
行
う
こ

と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
期
間
中
は
、
花

来年は、レングやコスモス畑の面積を増

やし たいと考えています

口 極端なダイエット をしたこ とがある

口 ちょつとし たこ とで骨折し た

口 天気がよくてもあまリ外に出ない

口 家族に骨 粗し ょう 症の人がいる

口 胃の手術を受けたことがある

口 小魚や豆腐をあまり 食べない

口 魚料理より肉料理が好きだ

ロ コーヒ ーや紅茶をよ＜飲む

対
象
：
市
内
在
住
の
三
十
五
歳
の

女
性

（
妊

娠
中

の
人

を
除
ぐ

）

検

査
法
・：
エ
ッ

ク
ス
線

を
指

の
管

に
照

射
し

て
検

査

定

員
・：
先

着
六

白
人

費
用
：
五
百
円

澎
応

募

の
結
果

と
受

診
案
内

は

、
後

日
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

圃
1
2
月
3
1
日
(
火
)
〔
消
印
有
効
〕
ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電

話
番

号

・
生
年

月
日

・
希

望
会

場
名

と

午

前

・

午
後

の
別

を
記

入

し

て

、

一
7
2
7
1
松

戸
市

竹
ケ

花
七
四

の
三

中
央

保

健

セ

ン

タ
ー

内

健

康

課

検

診

係

（
豐
6
6
・
7
4
8
7

番

）
へ

や
緑

を
愛

す

る
大

勢

の
方

に

ご
来

場

い
た

だ
き

ま
し

た

。
皆

様

に
御

礼

申
し

上

げ
た

い
と
存

じ
ま
す

。

私
は
、
市
長
就
任
以
来
、
巾
民

の
皆

さ

ん
に

憩

い
と

潤

い
の

あ

る

生

活

を
し

て

い
た

だ

く
た

め

の
重

要

施

策

の

一

つ

と

し

て

、
「
緑

・

花

・
水

」
・：
い
わ

ゆ
る
緑

を
守

り
、

花
を

増

や
し

、

そ
し

て
魚

が
す

め

る

川

づ

く

り

を

推

進

し

て

い
ま

す
。市

民

意
識

調

査

の
中

で
も

、
市

民

の
皆

さ

ん

が
自
然

と
緑

に

ふ

さ

わ
し

い
場

所

、
最

も

親
し

み

が
持

て

る
場
所

と

し

て
、
江

戸

川

が
挙

げ
ら

れ
て

い
ま

す
。

現

在

、
江

戸

川
で

は
建

設

省

に

よ

る
流

水
保

全

事
業

の
工

事

が
行

わ

れ
て

い
ま

す

。
そ

の
進

捗

状
況

に

合

わ

せ

て

、
「
江

戸

川

・
松

戸

フ

ラ
ワ

ー

ラ
イ

ン
整

備
事

業

」

に

口 喫煙 、飲酒をよく する

口 牛乳や乳製品が嫌い

口 運動嫌い

口 やせている

口 小柄な ぽうだ

講　座　名　　　　 日　　　 時　　　　ｌ　定員・費用

よ
り
、
江
戸
川
を
潤
い
と
や
す
ら

ぎ
の
あ
る
「
松
戸
の
水

・
緑
」
の

象
徴
的
な
場
所
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
今
年

は
地

元
町
会

や
河
川
愛
護
団
体
、
そ
の

他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
ご
協

力
に
よ
り
、
古

ケ
崎
地
先
の
江
戸

川
河
川
敷
を
整
備
し
て
レ
ン
グ
や

コ

ス
モ

ス
の
種

を
ま
き
ま
し
た
。

８
月
末
か
ら
1
1月
初
旬

に
か
け
て

コ
ス
モ
ス
の
花
が
見
事
に
咲
き
誇

り
、
休
日
と
も
な

る
と
市
内
は
も

と
よ
り
市
外
か
ら
も
大
勢
の
方
が

訪
れ
ま
し
た
。
来
年
は
、
地
域
の

方
々
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち

と
共
に
さ
ら
に
面
積
を
広
げ
、
市

民

の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
憩
い

の
場
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
清
流
の
復
活
も
、
国
や
県
・

市
の
浄
化
施
設
の
建
設
、
河
川
の

改
修

工
事

等

に

よ
り

水
質

の
改
善

が
進

ん

で

い
ま

す

。
一

時

は
、

水

質

汚

濁

に
よ

り
魚

釣

り

な

ど
考
え

る

こ

と

も

で

き

ま

せ

ん

で

し

た

が

、
最
近

は
、

週
末

と

も

な
る

と

ろっ
け
ん
が
わ
　ひ
が
し
ぽり

坂
川

や

六

間
川

、
東

堀

な

ど
で

釣

り

を
す

る

人

や
ザ

リ

ガ
ニ

を
捕

る

親

子

連

れ

の

姿

が

増

え

て

い

ま

す

。し

か

し

、
さ

ら

な

る
清

流

の
復

活

を
願

う
河

川

愛

護
団

体

の
活

動

等

を
耳

に

す

る
と

、
よ
い
才多
く

の

生

き
物

が
す
め

る

生
き

た
川

に

し

な

け

れ
ば

な
ら

な

い
と

強

く
感

じ

ま

す
。

市
で

は

、
毎

年

多
く

の
市

民

の

皆

さ

ん

の
参
加

を

得

て
、
江

戸

川

や
坂
川

の
河
川

清

掃
を

行

っ

て

い

ま

す
。

し

か
し

、

い
ま

だ

空

き
缶

や
ご
み

、

時

に
は

自
転

車

や
冷

蔵

庫

な
ど

が
捨
て

ら

れ

て

い
る
光

景

圉 松戸地域職業訓練センター（松戸市小金原1 の19 の3≫49-3200 番）窓口

で、先着 順に受け付けます。

を
目
に
し
ま
す
。

清
流
の
復
活
に
向
け
て
、
コ
イ

や
フ
ナ
な
ど
が
す
め
る
生
き
た
川

の

流
れ

る
街

づ
く
り
を
目

指
し

て
、
市
は
、
国
・
県
を
は
じ
め
各

事
業
者
や
市
民
の
皆

さ
ん
と
共
に

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

ま

い
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
も
美
し
い
街

づ
く
り
に
ぜ
ひ
ご

協

力

い
た

だ
き

た

い
と
存
じ

ま

す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
直
接

お
聞
き
す
る
た
め
、
市
長
室
直

通
の
フ
ァ
ク
ス
を
設
置
し
て

い

ま
す
。
市
政
に
関
し
て
感
じ
て

い
る
こ
と
や
建
設
的
な
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
（
1
0月
末

現
在
三
百
十
九
件
受
信
）
。

Ｆ
Ａ
χ
 
6
6
・
2
3
0
1

番

CLOSEUPクローズアップ 女と男No.4

圃女性センターゆうまつど

S  64―8778番

女

性
た

ち

の
中

に

は
、
夫

に
ど

ん
な
に
殴

ら

れ
て
も
、

ど

ん
な
に

ひ

ど

い
こ

と
を

さ

れ
て

も

、
そ

れ

に
耐
え
、
我
慢
す
る
妻
が
多
く
い

る
よ
う
で

す

。
は
た

か
ら
見

た
ら

、

さ
っ

さ
と

別

れ
て
し
ま

え

ば

い
い

の
に
と

い
う

状
態
で

も
、

家
庭
を

維

持
し

よ
う

と
懸
命

に
努

め
て

い

ま

す

。
そ
れ

は
、
私

か

い
な
か

っ

た
ら
夫

は
何

も
で

き
な
く

て
困

る

だ
ろ
う

し
、
暴

力

さ
え

振

る
わ

な

け
れ

ば
、
お

酒
さ
え

飲
ま

な
け

れ

ば
、
ま

た
、

借
金

さ
え

し

な
け

れ

ば
普
段

は
と

て
も

優
し

い
夫
だ

か

ら
と

い
う

わ
け
で

す
。

な
ぜ
、

そ

ん

な

に

も

我

慢

強

い
の

で

し

ょ

う
。
心

は
満

た

さ
れ
て

い
る

の
で

し
ょ
う

か
。

い
い
え

、

き
っ
と

と

て
も

寂
し
く

て
、

そ
の
寂

し
さ

を

埋
め

る
た

め
に
、

夫
の
期

待
通

り

に
動

い
て

し
ま

っ
て

い
る
の
で

は

な

い
で
し

ょ
う
か

。
多
分

、
そ

こ

に
自

分
の
存

在
理

由
を
求

め
て

い

る

の
で
し

ょ
う

。
こ

う

い
う
状

態

を
、

専
門
家

は

「
愛
し

す
ぎ

る
女

た
ち

」
と

か
「
男

性
依

存
症
」

と

呼

ん
で

い
ま

す

。

「
依
存
症

」
に

は
、
よ

く
知

ら

れ
て

い
る
ア
ル
コ

ー
ル

依
存
症

や

最
近

話
題

に
な

っ・
た

パ
チ

ン
コ

依

存
症

な
ど

が
あ
り

ま
す

。
ど
ち

ら

も
現

実
か

ら
の

逃
避
と

考
え
ら

れ

ま
す

が
、

こ
の
男

性
依

存
症

は
、

も
う
少
し
根
っ
こ
が
深
ぐ
、
子
ど

も

の
こ

ろ
の
生
活

が
投
影

さ

れ
て

い
る
と
考
え

ら

れ
て

い
ま
す

。

例
え

ば
暴
力

的
な
あ

る

い
は
生

活

に

だ
ら
し

な
か

っ
た
父

親

の
よ

う
な
男

と

は
結
婚

し
た

く
な

い
と

思

い
な

が
ら

、

や
っ
ぱ

り
同

じ
よ

う
な
男

性
を

選

ん
で
し

ま
う
こ

と

が
あ

り
ま
す

。
も

し
か
し

た
ら

、

家
族

の
中
で

そ

の
人
そ

の
者
と

し

て
愛

さ
れ
て

こ

な
か

っ
た
の

か
も

し

れ
ま
せ

ん
。
そ

の
た

め
そ

の
寂

し
か

っ
た
思

い
を

心

の
隅
に
封

じ

込

め
て
し
ま

い
、
自
分

の
育

っ
た

家
庭

と
そ

っ
く
り

の
家

庭
を

つ
く

る
よ

う
で

す
。
そ

し
て

こ
の
こ

と

は

、
親
か

ら
子

へ
、
子

か
ら

孫
へ

と
繰

り
返

さ
れ

る
こ
と

が
知

ら
れ

て

い
ま
す

。
こ

れ
を
世

代
伝

播
と

い
い
ま
す

が
、
理

由

は
ま
だ
分

か

っ
て

い
ま
せ

ん

。

こ

の
連

鎖
を
断

ち
切

る
に

は
、

自
分

が
小

さ
か

っ
た
こ

ろ
抱

い
た

寂
し

さ

に
、
ま

ず
向

き
合
う

こ
と

か

ら
始

め
な
け

れ
ば

な
ら
な

い
と

言

わ
れ
て

い
ま

す
。

満
た

さ
れ
な

か

っ
た
愛

情
、
大

事

に
さ

れ
な
か

っ
た
自
分

の
存

在
を
自

ら
癒

す
た

め

に
、
ま

ず
あ

り

の
ま
ま

の
自
分

を

認
め

、
自
分

を
受

け
入

れ
る
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ

し
て
自

分
を

大
切

に
し
て

、
自

己

主
張
す

る
こ

と
も

。

自
分

の
感
情

を
大
事

に
し

て

、

も

う
一
度

立
ち

止
ま

っ
て
自

分

を

見

つ
め

直
し
て

み
ま

せ

ん
か
。
誰

に
も
何
に
か
依
存
ず

る
こ
と

な
ぐ
、

自

分
か
自

分
で

あ

る
た

め
に
。
そ

し

て
そ

れ
こ
そ

が
、
本
当

に
自
分

を
大
事

に
す

る
と

い
う
こ

と
で

は

な

い
で

し
ょ

う
か

。

本当の自分をさがすために

第2回

愛しすぎる女たち

松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
(
テ
ク
ノ
2
1
)

講
座
案
内

思いあ たるこ とが多 い人ほど要注意

骨粗しょう症 危 険 度 チ ェ ッ ク

パソ コン ・ワ ープ
ロ入門講座

パソコン ・ワ ープロ

FM-OASYS 基礎講座

ワ ープ ロソフト

一太郎入門講座

ロ ータス1-2-3 基礎

講座

ロ ータス1-2一3応用
講座

①12/ 9(月)・10(火)　午前

②12/19(木)・20(金)　午後

12/24(火)・25(水)
26(木)・27(金)　午後

12/ 2(月)・3(火)
5(木)・　6(金)　午後

12/16(月)・17(火)　

19(木)・20(金)  

午前12/ 7(土)・14(土)

各6人
5,000円

各10人

12,000円

※午前＝午前9時30 分～午後O時30 分 ，午後＝午後1 時30 分～4
時30 分 ，土曜日＝午前9 時30 分～午後4時30 分
各コースともテキスト 代2,000 円が別にかかり ます。

ワ
ー
プ
ロ

ー
パ
ソ
コ
ン
講
座

マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ

パ
ソ
コ
ン
講
座

ハウスクリーニング

入門講座

12/13(金)
午後1時30 分～4時30分

※午前＝ 午前9 時30 分～正午 、午後＝午後1 時30 分～4 時

各コースともテキスト代2,000 円が別にかかり ます。

30人

3,000円

初心者入門講座

初級講座 12/9(月)・10(火)・16(月)・17(火) 午後12/5(木)・6(金

)・12(木)・1

3(金) 午前

各5人

15,000円

市長室・発
N026

広報 1996年(平成８年)11月２５日

あなたの骨は

大 丈 夫 ？

検診日程表

会　場 日　　時

常盤平市民センタ ー 2/10(1月)
午前9時30分～ Ｍ時30分

と

午後IE侍30分～3時30 分

中央保健センタ ー 12 困

小 金保健センタ ー 25 固



松戸市の家計簿を紹介します

一般会計
平成7 年度の決算額は，歳入1,096 億9,315 万9,799 円 ，歳出

1,066億7,418万7,963円で，前年度と比較すると，歳入は3.9％，

歳出は3.7％の減少となっています。

地方公共団体の財政力を示す財政力指数は1.038 で，前年度

（平成6年度）の1.019 を0.019 上回りました。また，財政構造の

弾力性を示す経常収支比率は90.0 ％で，前年度に比べて0.4 ポイ

ント下回っていて，公債費比率は14.996 と前年度を1.1 ポイント

上回りました。

経常収支比率

ｉ　財政構造の弾力性を判断する ための指標で す。人件費や物

件費など経常的にかかる 経費に 、市税や地方 譲与税などを中

i心とする経常的な 収入である一般財源が、ど れだけの割合で

充当されているかを表わします。おおむね7O～80％の間に；

:分布し ます。今後も 、経常経費の抑制に 努めていきます。　　ｌ

利子割交付金　　

15 億９,101 万９,０００円（1.５％）

利子所 得に対する税金の一 部が市に

交 付さ れるも の

使用料及 び手 数料

2４億6,078 万8,493 円（２．２％）

市の財産を 使用した人や ，特定の サ

ービスを受 けた人から受け た対 価

地 方 譲 与 税

２７億８,４９６万 ４,０００円(2.5%)

国 税と し て 徴 収 し た 租 税 が 地方 公 共

団 体 に 譲 与 さ れ た も の

諸収入
2８億5,516 万2,572 円(2.6%)

税の延滞金 、競輪事業収入 、雑 入な ど

県支出金

2９億４１３万５,３７９円 （２．７％）

県 が交付 する負担金 ・補助金 ・委託金

繰越金　　

３４億4,453万9,315円(3.1%)

前 年度から受け入れたお 金

国 庫支出 金　

80億3,519万4,018円（フ.３％）

国が交 付する 負担金 ・補助 金・委託金

特別会計

ｊ財政力指数　　　　　　ｌ

ｉ　地方公共団体の財政が

jの強 弱を示 す指 標で すご

Ｉ
Ｉに近く １を超える ほど 、

財源に余裕があり 、財政1

が豊かである といわれて

います。

公 債 費 比 率

市 税 な ど の 一 般 財 源 が 、 公 債 費

〔 市 債 （ 国 や 銀 行 な ど か ら 借 り て い

る 資 金 ） の 返 済 に 充 て て い る 費 用 〕

に
、

ど れ だ け の 割 合 で 充 当 さ れ て

い る か を 示 す 指 標 で す 。

分担金及び負担 金

１４億1,946 万9,343 円(1.3%)

法律や条例に基づき，利益を受ける者

ｉ から費用の一 部を 負担 してもらうもの

平成7年度決算の概要と平成8年度上半期(4 月

～9月) の予算の執行状況をお知らせします。

市では、皆さ んからお 預かりし た税金や 、

国・県からの支出金、市債など( 歳入) が、どの

ように使われたか(歳出)を知っていただくため、

皆さんの家庭の家計簿にあたる市の財政状況を

定期的に公表しています。財政状況をご理解い

ただき、市政へのご協力をお願いします。

財政課

平成７年度決算概要
平 成７年 度 は、長 寿 社会 ・文 化 ・生活 空間を 主 要テ ーマ と する第5 次総

合5 か年 計画 『ゆ とり ・豊 かさ ・ヒ ュー マンシ テ ィ まつど55 』 の2 年 次目

でしたO

「子 供から お年 寄り まで、 すべて の市民 が安 心し て 潤いのあ る生 活がで

きる まちづく り」を 目指し 、福 祉政 策、保 健・医 療の充 実、 防災対 策の強

化と将 来 のまちづく り のため の基本 構想 ・基本 計画策定 事業 など に重 点を

置いた 諸施 策が行 われ、 皆さん のご 協力に より 、一般 会計、 特別会計 およ

び 企業会 計とも に計画を 達成するこ とがで き まし た。

自 動車取得税交 付金

１　１１億３,６８０万６,０００円（1.０％）

l　自 動車の取得 に対する 税金のうち， 市内 の

ｌ　道路の延長 ・面 積に 応じ て交付されるもの

一一一一そ の他 （1.８％）

ゴルフ場利 用税 交付 金

…1.743万７,６０９円

特別地方消費税 交付 金

…1,288 万５,０００円

議会費

８億５,０２９万8,752 円

(０．８％)

市議会の運営のため

地方交付税

…３億５５０万５,０００円

交通安全対策特 別交付金

…8.796 万フ,０００円

財産収入

…３億４８９万9,250 円

寄附金

･･3億4,425万４７４円

縵入金

…８億1,８２１万4.764 円

市税

６６３億5,572万２,５８２円（６０.５％）

市民税 ・固定資 産税・市たばこ税 一都市

計画税など

市債

１４８億1,420 万円(13.5%)

市が国や銀行など から長期に借りたお 金

国民健康保険や下水道など特定の事業を行う場合に、

その収入を支出に充てるために一般会計とは別にされ

た会計です。

平成7年度の国民健康保険特別会計ほか5特別会計の
決算額は歳入638 億2,088万8,084円、歳出引ﾜ 億5ﾜ3 万

6,796円で、前年度と比較すると、歳入は3.496、歳出

は3.096の増加となっています。

競輪 事業 収益金の使途状況

区分  金額

商工 費

１７憶1,820 万5,580 円 （1. ６％ ）

商店 街 の 充 実 ， 事 業 の振 興 の た め　

消防費
４ ８ 億 ８, ７８４ 万6,376 円

( ４.６ ％)

消 防 ・ 防 災 対 策 な ど

総 務 費　

１２０億1,４６５万6,11

(1  1.3%)

市役所の事務管理や

広報ま つどの発行など

公 債 費

１２０億８,６８２万1, １９９円

(11. ３％)

市 債 の 返 済 に 充 て る も の

教育費
１７４億６３９万8,177 円 （16. ３％）

教育・文化 ・スポーツの 振興など

会　 計　 名　 ｌ　 予 算 現 額　 ｜　 収 入 済 額　 ｜　 支 出 済 額

平成｢ｱ年度の企業会計の決算額は、収益的収入と資本的収入の合計が192億4,235万2,374円、

収益的支出と資本的支出の合計が198億8,053万1,119円で、前年度と比較すると収入は1.196、

支出は0.1%増加しました。

各企業とも健全な公営企業の経営に努めています。

ｉ 市 内 の 水 道 は 県 営 の も の と 市 営 の

・ も の が あ り ま す
。

こ れ は 市 営 に つ

： い て で す 。

収 益 的 収 支 は 経 常 的 な 収

入 と 支 出 。 資 本 的 収 支 は
、

ｉ 建 物 や 備 品 な ど に か か る

１ 収 入 と 支 出 で す
。

市立病院と福祉医療センタ ー東松

戸病院を合わせた収支です。

市民負担の状況

区　　 分|　 予 算 現 額　｜　 決　 算　 額

※ 収 入 額 が 支 出 額 に 不 足 す る 額 は 、 内 部 留 保 資 金 で 補 て ん し ま す ．

ごみの収集や福祉など、市民の皆さんからの要望

は広範多岐にわたっています。それにこたえるため

には、多＜の経費（行政経費）が必要で、皆さんに

負担していただく税金（市税負担額）をはじめ、国

からの補印］金や市債で賄われています。

平成７年度の決算から計算すると 、市税負担額に

対して行政経費は1.61倍になっています。

区分  1世帯当たり  1人

当たり

平 成 ８ 年 ３ 月 3 1 日 現 在 （ 住 民 基 本 台 帳 ） 　 　 人 口 4 5 5 , 1 6 8 人 　 世 帯 1 7 4 , 5 2 8 世 帯 　 面 積 6 1 . 3 3 k m

一一一農林水産業 費

４億５２５万7,669 円 （０．４％）

農・林・水産業の振興のため

その他（０．２％）

諸支出金
…１億3,948 万4.080 円

労働費
…4,238 万２,７１３円

災害復|日費
…3,066 万５００円

一一一土木費

１９２憶

５,２３０万3,174 円

(18. ０％)

道路･ 河川･ 公園の

／民 生費

7,833 万８,７２７円

(17.9%)

社会福祉や児童福

祉の充実など

衛生費
ＩＢ７億6,153 万４,８９８円(17.6%)
ごみ対策や保健衛生の充実など

平成7 年度に行った主な事業
■土木費

坂川の清流復活に ………

公共建築物の耐震調査に

緑の基本計画の策定のために

緑住まちづくリ推進のために

■民生費

老人医療費の助成に ………………………

福祉公社の充実のために …………………

ホームヘルプサービスの充実のために ・

■衛生費

医療機関マップ作成に ………………

和名ケ谷クリーンセンターの建設に‥

訪問看護ステーションの設置に………

乳幼児の健康診査に ……………………

成人と高齢者の健康のために ………

■教育費

･587万1,000円

4,027万6,466円

… ……988 万8,000 円

… …… ……2,400 万 円

6,384 万6,553 円

1億7,192 万3,159円

1億9,328万1,320円

1,487万3,200円

･25億3,100万6,996円

…………1,773万633円

4,533万1,889円

･4億4,734万3,099円

和名ヶ谷スポーツセンターの建設に

中学校給食の全校実施に

･4億6,903万7,559円

図書館和名ヶ谷分館の開設に

…………………2,644万3,558 円

-799 万2,800 円

■商工費

中小企業資金融資預託金に

中 小 企業融 資資 金利 子 補給 金に

……………1億5,407万2,563円

一財政事情の公表一

38億7,684万9,944円

自転車の放置防止に

……2億1,590万2,099円

女性センターゆうまつど

■総務費

の改修工事に

1億2,643万9,000 円

■消防費

八ヶ崎消防署の建設に

………1億1,012万7,000円

地域防災計画の改定に

･9 億 円

市　民　税

固定資産税

都市計画税

そ　の　他

合　計

22 万1,908 円

11 万5,493 円

2万2,258 円

2万542 円

38 万201 円

8万5,088 円

4万4,284 円

535 円8，

‾7876 円

14 万5,783 円

水
道
事
業
 
 
病
院
事
業

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

16億5,336万円

16億5,336万円 8億1,782万円
9億1,816万4,679円

164億8,780万円
164億8,780万円

5億5,840万5,000円
9億2,638万8,000円

16 億5,227 万5,105 円

18億5,102万7,069円

8 億1,466 万92ﾜ 円

9 偸507 万8,073 円

162億1,626万9,842円

162億181,813万4,692円

5 億5,914 万6,500 円

9億629万1,285円

企業会計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

松 戸 競 輪 特 別 会 計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

公設地方卸売市場事業特別会計

老 人 保 健 事 業 特 別 会 計

駐 車 場 事 業 特 別 会 計

合　　　　　 計

194億6,847万4,000円

98 億2,445 万4,000 円

174億5,306万1,840円

4 億6,124 万2,000 円

157億7O万3,000円

3 億6,850 万8,000 円

632億7,644万2,840円

198億2,672万2,458円

102 億3,120 万5,220 円

172億4,331万2,366円

4 億9,912 万1,625 円

156 億2,483 万510 円

3 億9,569 万5,905 円

638 億2,088 万8,084 円

192 億2,591 万553 円

95億1

,

632 万5,213 円

167 億4,302 万9,676 円

4億3

,

960万1

,

000円

154 億2,172 万7,268 円

3億5

,

914万3

,

086 円

61ﾜ億573万6

,

?96 円

民生費

土木費

教育費

合　計

2,500 万円

8,700万円

2,500 万円

1億3,700万円

松戸競輪事

業で得られた
収益金は、一

般会計に繰り

入れて使用し

ています。

広報 1996年(平成８年)11月２５日



〈歳 出 〉〈歳 入 〉内は 、平成７年度の繰越分です。一般会計
科目  予算現額  構成比(%) 4月～9月未支出済額  執行率(%)

予算執行状況
平成８年度の一般会計の当初予算は1,047 億円でしたが、９月に補

正を行い予算現額は1,060 億9,264万2千円となりました。執行状況は、

歳入・歳出とも42.196です。国民健康保険特別会計ほか５特別会計の

当初予算の合計額は636 億7,859 万7千円でしたが、９月に下水道事業

特別会計の補正を行い予算現額は641 億5,626万8千円となり、予算の

執行状況は歳入39.8% 、歳出38.0% です。企業会計の当初予算および

予算現額は、収益的収入と資本的収入の合計で203 億7,762 万4千円、

収益的支出と資本的支出の合計で207 億1,668万2千円で、予算の執行

状況は、歳入45.5% 、歳出46.596です。

今年度は第５次総合５か年計画の３年次で、計画に盛り込まれた諸

施策の達成のため、歳入の確保と歳出の効率的な執行に努めています。

科目  予算現額  構成比(%)  4月～9

月未収入済額  収入率(%)

※（　）内は 、平 成７年度の繰越分です特別 会 計

会　計　名　｜　予算現額　4月～９月末収入済額|収入率(%) ４月～９月天支出済額｜執行率(%)

市有財産の現在高企業会計
１　 基　 金

財政調整基金………………………51億7,285万円

国民年 金 印 紙購 入基 金 …… …… …… … …850 万円

土 地 開発 基 金　 … …… …… …… … …… ……48 億円

学 童災 害 共 済基 金　 … … …… …… …2,1ﾜ6 万9 千 円

松本 清奨 学基 金　 … …… … …… …… ……5,000 万 円

高額療養費貸付基金　……………………1,500万円

国民健康保険事業財政調整基金　………9億2,000万円

福 祉基金　 … … …… …… …… … ……1,858 万6 千 円

美術品等取得基金　…………………4億1,0CO万円

白井聖地公園基金　…………………3,766万9千円

文化施設建設基金　……………1億2,288万4千円

市 債管 理基 金　 …… …… …… … ……74意2,5CO 万 円

平和基金　………………………………………1億円

２　 有価 証 券及 び出 資に よる 権利　23 億8,529 万9 千 円

３　 土 地及び 建 物

土 地　　2,957,415.34m

(うち土地開発基金12,626.27m2

建 物　　882,846.81m

４　 車　 両　 総 台数428 台

土 木 債

390 億

8,565 万6 千 円

(21 世紀 の 森と 広

場な ど の 建 設､ 道

路橋 リ よう の建設 、

＼　 排 水 路整 備 等)

水道事業債
28億1,975万1千円

※一時借入金の

現在高なし

鶸 事業債　 … ……
119億8,644万1千円

教育 債
351 億
221 万

9千円

(学校･博物
館・和名ヶ

谷スポーツ
センター建
設等)

駐 車 場 債

11 億

50 万7 千 円

590 億

8 千 円

区分  予算現額  4月～9月未収入支出済額  収入・収入率

※収入額が支出額に不足する 額は 、内部留保資金で補てんし ます。

地方債の現在高

その他
83億1,655万9千円

市民税減税補てん債　119 億円

衛生 債274 億7,077 万1 千円

(和名 ケ谷クリーンセンター建設，粗大ご
み処理施設整備 ，北千 葉広域水道企業団

出資債等)

総務債
135 億1,341 万3 千円　
(森のホール21 や自転車駐車場の建設等)

市は市債を発行し、国や銀行

などから資金を借りて建設事業

を進めています。

平成8年9月30 日現在の地方

債現在高は、右のグラフのと

おりです。

企
業
会
計
に
関
す
る

決
算
審
査
意
見
書
の
概
要

監

査
委

員
は
予

算

の
執
行

に

つ

い
て

、
目
的

に
従

っ
て
事

務

が
効

果
的

、
経

済
的

、
合
法

的

に
執

行

さ
れ
て

い
る
か
を
調

べ

る

決
算
審

査
を
行

い
、
そ

の
結

果

を
意
見

書
と

し
て
市

長

に
提

出

し
て

い
ま
す

。
企

業
会

計

の

意
見

書

の
要

旨
（
抜

粋
）
は
、
次

の
と
お
り

で
す

。

●

水

道

事

業

会

計

水

道

事

業

会

計

に

お

い
て

は
、
収

益
的
収

支

の
状
況

は
二

億

十
二
万

七
千

六
百

三
十
円

の

純

損
失

と
な

っ
て

い
る

。
こ

れ

は
、
原

水
及

び
浄

水
費

等
の
事

業

費
用

が
前
年

度

と
比

較
し

Ｉ

〇

・
七
六
％

増

の
十
八

億

。
千

四
百
六
万
二
千
二
百
三
十
一
円

に
対
し

、
給

水
収

益
等

の
事
業

収

益

が
二

・
四

三
％

増

の
十

六

億

一
千
二

百

九
十

二
万

四

千

六

百

一

円

と

な

っ
た

た

め

で

あ

る
。ま

た
、
供

給
単

価
と

給
水

原

価

と

の
関

係
を
み

る
と

、
有

収

水
量
一
立
方
ﾒ
ｰ
ﾄ
ﾙ
当
た
り
四
十
円

四

十
三

銭

の
費
用

超
過

と
な

っ

て

い
る
。

有
収
率
は
当
年
度
九
一
・
一

六
％

で

、

前

年

度

九

三

・
五

七
％

と
比
較

し
て

二

・
四
一

ポ

イ

ン
ト

低

下

し

て

い
る

の

で
、

有
収

率

の
向

上

に
つ

い
て
今

後

も
努
力

さ

れ
た

い
。

収

益
面

か
ら

み
る
と

、
今

後

の
給

水
収

益

の
大

幅

な
伸

び
は

期
待

で
き

な

い
状
況

に
あ

る
の

で

、
更
な

る
業

務
の
見

直
し

に

努

め
、
経

費

の
節
減

と
事
務

の

合
理

化
を

一
層

推
進
し

、
水

道

事
業
の
健
全
経
営
に
努
め
、
市

民

に
安
定

し
た

水

の
供
給
を

図

り
公

営
企

業
と

し
て

の
使
命

を

果

た
す
よ

う
、

な
お

一
層

の
努

力

を
期
待

す
る

。

●

病

院

事

業

会

計

病

院
事
業

は
、
市

立
病

院
に

つ

い
て
は
東

葛
地
域

の
基

幹
病

院
と

し
て
位

置

づ
け

さ
れ
て
お

り
、

ま
す
ま

す
増

大

か
つ
複
雑

多
様

化
す

る
医
療

需
要

に
対
処

す

る

た
め

、

医

師

、
看

護

婦

、

医

療
技

術

者

の

確

保

に
努

め

、

各

種

高

度

医

療

器

械

を

整

備

し

、
住
民

福
祉
を

第

。
と

し
た

診
療

体
制

の
充
実

を
図

っ
て

き

た
こ

と
を

評
価
す

る

も
の
で

あ

る
。
福
祉
医

療

セ
ン

タ
ー
に

つ

い
て

は

、
二

十

一
世
紀

の
高
齢

化

社

会

に

備

え

た

保

健

・
医

療

・
福

祉
を
連
携

さ
せ

た
包

括

的
医

療

施
設
と
し

て
更

に
充

実

を
図

る
た
め
東
松

戸
病

院

に
お

い
て

新

た
に
呼
吸

器
外

科
と

精

神

科

を
設

置

す

る
と

と

も

に

、

磁

気
共

鳴
断
層
撮

影

装
置

（
Ｍ

Ｒ

Ｉ
）
等

の
医

療
器

械
を
整

備

、

ま

た
、
梨

香
苑

に
お

い
て

は
通

所

回
数

を
週
二

回
か

ら
週
四

回

に
拡
大

し
事

業
の
推

進
を
図

っ

た
こ

と

は
、
今

後

の
医

療
活

動

等

の
充

実
発
展

に
期

待

が
寄
せ

ら
れ

る
も

の
で

あ

る
。

一
方

、
経

営
面

で

は
、
市

立

病
院

に
お

い
て

は
、

患
者

一
人

一
日
当
た
り
三
千
四
百
八
十
円

の
費

用

超

過
と

な

っ
て

い
る

。

ま
た

、
単
年

度
収
支

で
八
千

三

百
二
十
九
万
五
千
八
百
ニ
ト
九

円

の
純

損
失

を
計
上

し
、

累
積

欠
損
金

は
、

十
二
億

五
千

六
百

九
万

四

千
二
百

七
十

二
円

と
な

っ
て

い
る

。

東

松

戸

病

院

に
お

い
て

は

、

患
者

一
人

一
日
当

た
り
六
千

八

百
七
十
四
円
の
費
用
超
過
と
な

っ
て

い
る

。
ま
た

、
単
年

度
収

支
で
四

千
八
百

五
万

八
千

七
百

气

十

六

円

の

純

利

益

を

計

上

し
、
当

年
度
未

処
分

利
益

剰
余

金
は
一
億
九
千
八
百
四
十
二
万

一
千
六

自
七

卜
三
円

と

な
っ
て

い
る

。

梨
香

苑

に
お

い
て

は

、
利
用

者
一
人

一
日

当
た
り

一
千

四
十

七
円

の
費
用

超
過

と
な

っ
て

い

る
。
ま

た

、
単
年

度
収

支
で
三

千

九
十

九
万

九
千

八
百

六
卜

九

円

の
純
利

益
を
計

上
し

、
当
年

度
未

処
分
利

益
剰

余

金
は
六
千

七
百
九
十
五
万
九
千
九
百
四
十

一
円

と
な

っ
て

い
る
。

市
立
病
院
の
経
営
状
況
に
つ

い
て

は
、

純
損
失

が
前

年
度

よ

り
減
少

し

て
お
り

、
種

々
努
力

の

あ
と
は

認
め

ら
れ

る
が
、

依

然

と

し

て

厳

し

い
状

況

に

あ

り
、
今
後
な
お
一
層
の
経
営
改

苒
を

望
む

も

の
で
あ

る
。
ま
た

、

福

祉
医

療

セ
ン

タ

ー
の
経
営

状

況

に
つ

い
て
は

現
状
で

の
問

題

は
少

な

い
も

の
の
、
市

立
病

院

か

た
ど

っ
た
過

去
の
経

過
を

勘

案

す
る
と

、
企

業
会
計

と
し

て

経

営
面

の
将
来

を
考
え

た
と

き

非

常

に

憂

慮

す

る

も

の

が

あ

り

、
な
お

。
層

の
健
全

経
営

を

望

む
も

の
で
あ

る
。

病

院
事

業

全

体

と

し

て

は

、

い
ず
れ

に
し
て

も
一

般
会
計

か

ら

の
負
担

金
に

負
う

と
こ

ろ

が

大

き
く
経

費

の
節
減

を
図

る
こ

と
は
今
更
言
う
ま
で
も
な
い

が
、
採

算
部
門

と
不

採
算

部
門

を
明

確

に
し
て

、
生

産
性

の
向

上

に
向

け
て

、
経
営

基
盤

の
安

定

と

健

全

財

政

を

確

保

す

べ

く

、

。
層

の

奮
起

が
必
要

で
あ

ろ
う
。

今

後

の

運

営

に

当

た

っ

て

は
、
公

営
企
業

の
原

則
に

の

っ

と

り
、

効
率

的
な
業

務
運

営
を

推

進
す

る
と

と
も

に
、
市

民

の

保

健
と

福
祉

の
支
え

と
し

て

の

包

括
的
医

療

体
制

の
整
備

充
実

を
図
り

、
健
全

で
信

頼

さ
れ

る

病

院
事

業

の
運
営
を

展
開

さ

れ

る
よ
う

、
な

お

一
層

の
努
力

を

要

望
す

る
。

靉

監
査
委

員
事

務
局

市　　　　　　　　　 税

地　 方　 譲　 与　 税

利　 子　 割　 交　 付　 金

ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金

特 別 地 方 消 費 税 交 付 金

自 動 車 取 得 税 交 付 金

地　 方　 交　 付　 税

交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

国　 庫　 支　 出　 金

県　　 支　　 出　　 金

財　　 産　　 収　　 人

寄　　　　 附　　　　 金

繰　　　　 入　　　　 金

繰　　　　 越　　　　 金

諸　　　　 収　　　　 入

市　　　　　　　　　 債

合　　　　　　 計

669 億 円

27億5,000万円

12 億 円

1,700 万 円

1,200 万 円

11億円

10億8,557万1千円

8,000万円

14億7,789万3千円

26億7,823万3千円

1億1,499万2千円）

83 億3,086 万4 千 円

(6,143 万4 千 円 ）

32億7,030万円

2 億4,511 万8 千 円

3,000 万1 千 円

25 億2,049 万3 千 円

（3 億2,312 万4 千 円 ）

10 億5,015 万4 千 円

25 億3,391 万5 千 円

（8,530 万 円 ）

108 億1,110 万 円

（5 億8,485 万 円 ）

1,060 億9,264 万2 千 円

63.1

2.6

1.1

0.0

0.0

1.0

1.0

0.1

1.4

2.5

7.9

3.1

0.2

0.0

2.4

1.0

2.4

10.2

100.0

351億1,984万4千円

7 億9,737 万9 千 円

4 億4,942 万9 千 円

729 万5 千 円

０ 円

3 億5,147 万9 千 円

4 億4,278 万5 千 円

4,749 万5 千 円

6 偸1,952 万1 千 円

14 億1,256 万4 千 円

（0 円 ）

19 億151 万1 千 円

（0 円 ）

4億6,571万2千円

6,042 万8 千 円

4,165 万2 千 円

０円

（3 億2,312 万4 千 円 ）

26億9,584万8千円

2 億4,923 万6 千 円

（ ０円）

Ｏ円

（3 億2,312 万4 千 円）

446 億6,217 万8 千 円

52.5

29.0

37.5

42.9
－
0.0

32.0

40.8

59.4

41.9

52.7

(0.0)

22.8

(0.0)

14.2

24.7

138.8

0,0

(100.0)

256.7

9.8

0.0)

0.0

(55.2)

42.1

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

松 戸 競 輪 特 別 会 計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

公設地方卸売市場事業特別会計

老 人 保 健 事 業 特 別 会 計

駐 車 場 事 業 特 別 会 計

合　　　　　 計

201 億1,338 万2 千 円

89億6,830万2千円

－
(3億7,443万1千円)

1641億45万円

5 億4,013 万9 千 円

177 億7,304 万6 千 円

3億6,094万9千円

(3億7,443万1千円)

641 億5,626 万8 千 円

71 億7,585 万3 千 円

54 億4,595 万5 千 円

(5,701万1千円)

53億8,565万5千円

1億9,353 万3 千 円

72 億4,406 万2 千 円

1億1,214 万3 千 円

(5,701= 万1 千 円)

255 億5,720 万1 千 円

35.7

60.7

(15.2)

32.8

35.8

∠10.8

31.1(15.2)

39.8

75億2,699万4千円

46億5,797万5千円

(1 億8,642 万9 千 円)

47億5,526万9千円

2億1,441万円

7O億9,921万3千円

1億5,277万8千円

1億8,642万9千円)

244 億663 万9 千 円

37.4

一
一

引.9

(49.8)

29.0

39.7

-
39.9

42.3

(49.8)

38.0

水
道
事
業

病
院

事
業

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

20 億6,088 万円

19億2,747万5千円

13億605 万9千 円

14 億2,950 万3 千円

166億8,058万7千円

166億8,058万7千円

3億3,009 万8千 円

6億7,911万7千円

8億707万4千円

7億909 万 円

1億134 万2 千円

2億8,124万8千円

83 億2,594 万4 千円

83 億1,655 万6 千円

2,775万7千円

3億2,658万7千円

39.2

36.8

7.8

19.7

49.9

49.9

8.4

48.1

議　　　　 会　　　　 費

総　　　　務　　　　費

民　　　　 生　　　　 費

衛　　　　 生　　　　 費

労　　　　 働　　　　 費

農　林　水　産　業　費

商　　　　 工　　　　 費

土　　　　 木　　　　 費

一
消　　　　防　　　　費

教　　　　 育　　　　 費

災　 害　 復　 旧　 費

公　　　　 債　　　　 費

諸　　 支　　 出　　 金

予　　　　 備　　　　 費

合　　　　　 計

8 億1,244 万6 千 円

12｢7億7,255万3千円

200 億4,542 万7 千 円

164 億3,2 刀 万5 千 円

4,482 万5 千 円

4億994万7千円

18億13,873万円

(5 億2,834 万4 千 円)

213 億5,921 万9 千 円

5｢7億1,417 万8 千 円

(450 万9 千 円)

129億8,100万6千円

(5,199 万7 千 円)

1千 円

133億5,833万8千円

1億2,522 万2 千 円

1億9,797万5千円

(5 億8,485 万 円)

1,060 億9,264 万2 千 円

０．８

12.0

18.9

15.5
-

0.1

0.4

1.7

20.1
-

5.4

12.2

0.0

12.6

0.1

0.2

100.0

3億9

,

278 万8 千 円

49億94万円

87 億1,970 万 円

65 億9,273 万1 千 円

2

,

068 万8 千 円

2億4

,

277万6千円

11 億949 万 円

(  9,633 万4 千 円 ）

79 億5,027 万7 千 円

26 億1,055 万7 千 円

（　 Ｏ 円 ）

54億9

,

879 万2 千 円

(  5,199 万7 千 円 ）

O 円

65 億7,721 万8 千 円

813 万9 千 円

（1億4

,

833万1千円）

446億2

,

409 万6 千 円

48

.

3

38

.

4

43

.

5

40

.

1

46

.

2

59

.

2

60

.

3

(18

.

2)

37

.

2

45

.7

ｰ-

(0

.

0)

42

.

4

(100

.

0)

0

.

0

49

.

2

6

.

5

(25

.

4)

42

.

1

広報 1996年(平成８年)11月２５日
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情報

※ タイト ルが色刷りのものは、市の主催です。

市役所の代表電話は      66

-1111番

代表FAXは       63-3

200番

催
し
物

天

体
観

望

会

1
2
月
1
4
日
(
土
)
午
後
５
時
～
７
時

会
場
手
賀
沼
親
水
広
場
（
雨
天
・
曇

天
時
は
屋
内
で
）
　
対
象
小
学
校
四

年
生
～
中
学
生
と
そ
の
親
（
高
校
生

以
上
を
親
と
す
る
）
　
内
容
天
体
望

遠
鏡
で
オ
リ
オ
ン
大
星
雲
な
ど
を
観

察

定
員
先
着
五
十
人

持
ち
物
懐

中
電
灯
・
カ
ッ
タ
ー
・
は
さ
み
ほ
か

費
用
無
料

圉
電
話
で
手
賀
沼
親
水
広
場

昔
０
４

７
１
・
8
4・
0
5
5
5

番
へ

「
障
害
者
週
間
記
念
事
業
」
各
種

施
設
の
作
品
展
示
と
バ
ザ
ー

1
2
月
６
日
(
金
)
～
８
日
(
日
)
、
午
前
1
0

時
～
午
後
３
時

会
場
伊
勢
丹
松
戸

店
前
広
場
　
内
容
祖
祉
サ
ー
ビ
ス
・

ケ
ア
体
系
等
の
Ｐ
Ｒ
、
介
護
用
品
の

展
示
、
各
種
施
設
の
作
品
展
示
、
施

設
紹
介
と
バ
ザ
ー

篋
し
あ
わ
せ
課

労

災

職

業

病

な

ん
で

も
相

談

会

1
1
月
3
0
日
(
土
)
午
後
１
時
～
４
時

会
場
千
葉
中
央
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
　
相
談
員
弁
護
士
・
社
会
保

険
労
務
士

・
医
療
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

ほ
か
　
費
用
無
料

匣
当
日
、
会
場
で

圃
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
0
4
3
・

2
2
5
・
4
5
6
7
番

難

病

相

談

（
在

宅

療

養

者

の

つ

ど

い

）

1
2
月
９
日
(
月
)
午
前
1
0
時
～
午
後
２

時
（
午
前
1
0
時
か
ら
十
五
分
間
受
け

付
け
）
　
会
場
東
葛
飾
合
同
庁
舎

内
容
ク
リ
ス
マ
ス
会
（
神
経
系
難
病

患
者
の
音
楽
療
法
に
よ
る
リ
（

ビ
リ

と
昼

食
を
と
り
な

が
ら
の
患
者
交

流
）
　
器
量
五
百
円
（
昼
食
代
）

圉
1
2
月
２
日
(
月
)
ま
で
に
、
電
話
で
松

戸
保
健
所
予
防
課
昔
6
1・
2
1
2
1

番
へ

野

鳥

観

察
会

「
八

柱

霊

園

」

1
2
月
８
日
(
日
)
午
前
７
時
5
5
分
武
蔵

野
線
新
八
柱
駅
前
、
８
時
3
0
分
八
柱

霊
園
入
口
集
合
、
1
1
時
3
0
分
現
地
解

散
（
雨
天
中
止
）
　
持
ち
物
筆
記
用

具
・
観
察
用
具
な
ど
　
費
用
無
料

黯
(
財
)
ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化
基
金

登
4
5・
9
8
4
6

番

国

際

交

流

パ

ー

テ

ィ

ー

「

国

境

を

越

え

た

出

会

い
」

1
2月
1
4
日

山
午

後
１

時
～

３
時

丿

分
 
会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
レ
セ
プ
シ

ョ
ン

ホ

ー
ル
　

内

容
口
本

や
外

国

の

伝

統

文

化

や

芸
能

に

触

れ

な

が
ら

、

世

界

の
人
と

飲

ん
で

・
食

べ
て

・
語

り
合
弓
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
　
費
用
前

売

り

（
当
日

売

り
）

＝
一
般

二
千
円

（
二

千

五
百

円
）
、
外

国
人

千
円

（
千

五

百
円

）
、
中

学
生
五
百

円
（
千

円

）
、

小

学

生
二
百

円

（
五
百
円

）

兩
1
2
月

６

日

金

〔
必
着

〕

ま

で

に
、

費

用

を
直

接

ま

た

は
現

金

書
留

で

、

〒
2
7
1
 
松
戸
市
根
本
三
八
七
の
五
松
戸

市
役
所
内
(
財
)
松
戸
市
国
墜
父
流
協
会

（
市

役
所

新

館
五

階
）

へ

※

到

着

分

ま

で

を

前

売

り

と

し

ま

す
。
電

話
で

の
申
し

込
み

は
受

け

付

け
ま
せ

ん
。

ち
ば
文
化
祭
'
9
6
芸
術
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
第
2
2
回
現
代
バ
レ
エ
合

同

公

演

①
1
2
月
７
日
(
土
)
午
後
６
時
～
８
時

（
午
後
５
時
匐
分
開
場
）
②
８
日
(
日
)
午

後
３
時
～
６
時
（
午
後
２
時
丿
分
開

場
）
　
会
場
①
②
と
も
市
民
会
館

内
容
①
大
人
の
部
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ー
モ

ダ
ン
各
部
門
②
小

人

の
部
・
ク
ラ
シ

ッ
ク

ー
モ
ダ
ン
各
部
門
、
両
口
と
も

平
成
８
年
度
選
抜
舞
踊
公
演
受
賞
作

品
の
上
演
　
費
用
①
二
千
円
②
千
五

百
円

賤
千
葉
県
芸
術
舞
踊
協
会

・
山
本

容

０
４
７
４
・
2
2
・
３
４
９
６
番

松

戸

北

子

ど

も

劇

場
低

学
年

例

会

1
2
月
７
日
(
土
)
午
後
４
時
～
５
時
3
5

分

会
場
三
郷
市

文
化
会
館

内
容

劇
団
コ
ー
ロ
公
演
「
ベ
ン
ガ
ル
虎
の

少
年
は
…
」
　
費
用
三
千
五
百
円

圃

松
戸

北
こ
ど

も
劇
場
・
松
村

4
7・
4
4
4
6

番

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
教
室

1
2
月
1
4
口
(
土
)
午
後
２
時
～
３
時
3
0

分

会
場
二

十
世

紀

が
丘
市

民
セ

ン

タ

ー
　

対

象
小

学
生
　

定
員
二

十
人

（
抽
選
）
　
費
用
百
円

圃
1
2
月
５

日

米

〔
必
着

〕

ま

で

に
、

往

復
（

ガ

キ

に

住

所

・
氏

名

’
学

年

・
返

信
用

の

あ

て

名

を

記

入

し

て
、
〒
2
7
0
松
戸
市
常
盤
平
西
窪
町
一

二
常
盤
平
児
童
福
祉
館
（
8
7
・
3

3
2
0

番

）
へ

わ
く
わ
く
さ
ん
と
あ
そ

ぼ
Ｉ
。

1
1
月
2
9
日
(
金
)
①
午
前
1
0
時
3
0
分
か

ら
②
午
後
２
時
3
0
分
か
ら
　
会
場
女

性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど
　
内
容
幼

児
向
き
の
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
て
遊
ぶ

費
用
九
百
円

圉
電
話
で
松
戸
西
こ
ど
も
劇
場
・
森

田
 
6
1
・
1
6
0
6
番
へ

松
戸
シ

ル
ク
ス
ク
リ

ー
ン
の

会
・

フ

ォ
ト

サ

ー
ク

ル

Ｂ

Ｏ

Ｋ

Ｅ
合

同

作

品
展

1
1
月
2
8
日
(
木
)
～
1
2
月
３
日
(
火
)
、
午

前
1
0
時
～
午
後
６
時
（
初
日
は
午
後

１
時
か
ら
、
最
終
日
は
午
後
５
時
ま

で
）
　
会
場
ア
ー
ト
ス

ポ
ッ
ト
ま
つ

ど
（
伊
勢
丹
松
戸
店
九

階
）
　
内
容

版
画
と
写
具
の
合
同
作
品
展
 
費
用

無
料

圃
フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル
Ｂ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
・
清

水

公
4
6・
0
7
7
9

番

野
鳥

の

ス

ラ

イ

ド

映
写

会

1
2
月
８
日
(
日
)
午
後
１
時
3
0
分
～
４

時
3
0
分
 
会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ

ー
　
費
用
無
料

羆
(
財
)
ま
っ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化
基
金

■
9
8
4
6
番

リ

ズ
ミ

ッ

ク

カ

ン

フ

ー

新
松

戸

ク
ラ

ブ

講

習

会

1
1
月
3
0
日
、
1
2
月
７
日
の
各
土
曜

日
、
午
後
３
時
～
４
時
3
0
分
　
会
場

青
少
年
会
館
　
対
象
小
学
生
以
上
の

人
（
親
子
を
可
）
　
費
用
無
料

圃
リ
ズ
ミ
ッ
ク
カ
ン
フ
ー
新
松
戸
・

佐
藤
6
6

・
0
0
4
8

番

（
夜
間
の

み
）

健
康

懇

談

会

「

更

年

期

障

害

と

骨
粗

鬆

（
し

ょ

う
）

症

」

1
2月
３
日
㈹
午
後
７
時
～
９
賺

会

場
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー
　
講
師

愛
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
・
里
見
信

子
氏
 
定
員
先
着
五
十
人
 
費
用
無

料圃
愛
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
登
4
8・
4
8

1
7
番

音
楽
の
広
場
(
合
唱
講
座
)

1
1
月
2
6
日
(
火
)
午
後
１
時
3
0
分
～
３

時
3
0
分
 
会
場
市
民
劇
場
 
費
用
テ

キ
ス
ト
代
 
二
千
七
百
円
（
初
回
の
み
）

嬲
矢
切
公

民
館

登
6
8・
1
2
1
4

番

（
月

曜
休

館
）

法

廷
通

訳

人

セ
ミ

ナ

ー

９
年
２
月
丿
口
(
木
)
・
2
1
日
(
金
)

場
東
京
高
等
裁
判
所
（
千
代
田
区
霞

が
関
）
　
対
象
ウ
ル
ド
ゥ
語
・
ベ
ン

ガ
ル
語
が
で
き
、
刑
事

裁
判
の
法
廷

通
訳
を
希
望
す
る
人
　
内
容
裁
判
の

傍
聴
・
講
義
ほ
か

※
受
講
者
に
は
、
規
足
に
よ
り
旅
費
・

日
当
等
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

圃
1
2
月
２
日
(
月
)
ま
で
に
、
電
話
で
千

葉
地
方
裁
蒻
所
刑
事
訟
廷

畢
務
室

0
4
3
・
2
2
2
・
0
1
6
5
内
線
知
番
へ

講
座
・
講
演

女

性

の
ラ

イ
フ

ス

タ

イ

ル

と

健

康

を

考

え

る

講
座

９
年
１
月
1
7
日
～
２
月
2
0
日
の
本

金
・
土
曜
日
（
週
一
回
、
全
六
回
）

会
場
千
葉
県
女
性
セ
ン
タ
ー
　
対
象

県
内
在
住
・
在
勤
の
人
 
定
員
先
着

百
人
 
費
用
無
料

匣
1
2
月
2
0
日
(
金
)
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

記
入
し
て
、
〒
2
7
7
柏
市
柏
の
葉
四
の

三
の
一
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ

内
千
葉
県
女
性
セ
ン
タ
ー
（
昔
０
４

７
１
・
4
0・
8
6
0
2

番
）
へ

さ

わ

や

か

ち

ば

県

民

プ
ラ

ザ
主

催

講

座

講
座
名
①
陶
芸
教
室
②
ち

ば
再
発

見
、
森
林
文
化
「
サ
ン
ブ
ス

ギ
の
里

を

訪
ね
る
」
③

ビ
デ
オ
編
集
講
座

日
時
①
９
年
１
月
～
３
月
の
火
・
木

曜
日
（
全
八
回
）
午
後
１

時
～
３
時

②
１
月
1
1
日
出
・
2
5
日
(
土
)
～
2
6
日
(
日
)

(
一
泊
二
目
）
、
２
月
８
日
(
土
)
③
１
月

～
３
月
の
口
曜
日
を
中
心
と
し
た
前

期
・
後
期
各
五
日
間

会
場
さ
わ
や

か
ち
ば
県
民

プ
ラ
ザ
（
②
は
他
会
場

で
の
宿
泊
あ
り
）
　
対
象
①
陶
芸
経

験
の
あ
る
県
内
在
住
者
②
③
県
内
在

住
者
 
定
員
①
③
二
十
人
（
抽
選
）
②

五
十
人
（
抽
選
）

春
用

受
講
料
無
料

（
教
材
費
等
の
負
担
あ
り
。
③
は

編

集
用

ビ

デ
オ
テ
ー
プ
は
個
人
負
担
）

①
1
2
月
2
0
日
(
金
)
②
③
1
1

月
3
0
日
(
土
)

ま
で
に
、
①
は
往
復
ハ
ガ
キ
に
②
③

は
普
通
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
・
住
所
・

氏
名

・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
（
②

の
み
）
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
7
柏
市
柏

の
葉
四
の
三
の

Ｉ
さ
わ
や
か
ち

ば
県

民

プ
ラ
ザ
事
楽
課
（
公
０
４
７
１
・

4
0・
8
6
0
0

番
）
へ

北
京

女

性

会

議

行

動

綱

領

学

習

会
!
2
月
９
日
(
月
)
午
後
６
時
～
９
時

会
場
女
性
セ
ン

タ
ー
ゆ
う
ま

つ
ど

内
容
私
た
ち
の
ア
ク
シ
ョ
ン
（
問
題

提
起
と
グ
ル
ー
プ
討
論
）
　
費
用
五

百
円

圃
電
話
で
行
動
綱
領
学
習
実
行
委
員

会
・
地
守
 
8
7
・
4
9
3
0
番
へ

身
に
付
け
よ
う
ソ
フ
ト
な
話
し
方

こ
れ
ら
は
予
防

が
大
切
で
、
「
声

の
衛
生
」
に
注
意
す
る
こ
と
に

な

り

ま
す
。
感
情
的
に
怒
鳴
る
・
長

電
話

・
騒
音
下
で

の
話
な
ど
を
禁

じ
、
程
よ

い
ソ
フ
ト
な
話
し
方
を

し
て
の
ど
を
常
に
潤
し
、
喫
煙

な

ど
の
刺
激
を
避
け

る
よ
う
に
し

ま

し
ょ
う

。
こ
れ
ら
を
数

カ
月
問
守

る
こ
と
で
声
帯
の
結
節

が
消
失

す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

謡

の
師
匠
や
歌
手
は
、
声
帯
の

酷
使
に
よ
っ
て
芸
術
的
な
ハ
ス
キ

ー

ボ
イ

ス
を
作
り

ま
す

が
、
こ

の

声
帯
結
節
は
謡
人

結
節
と
呼
ば
れ

ま
す
。

以
上

の
ほ
か
、
声
が
れ
の
原
因

に

は
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
が
あ
り

、

反
回
神
経
麻
痺

（
ま
ひ
）
　・
喉
頭

白
板
症
・
声
帯
溝
（
み

ぞ
）
症
・

仮
性
グ
ル
ー
プ
や
喉
頭
癌
（
が
ん
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
喉
頭

の
癌
も

喫
煙
は
良
く

あ
り
ま
せ

ん
が
、
比

較
的
治
り

や
す

い
癌
で
す

の
で
早

期
の
受
診
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

（
松
戸
市
医
師
会
）

つ
て
声

が
か
す
れ
る
の
で
す
。
こ

の
よ
う
な
と
き
、
声
を
出
し
て
声

帯
を
振
動
さ
せ

る
と
ま
す
ま
す
肥

大
し
て
「
し
こ
り
」
に
な
り
、
つ

い
に
は
固

い
腫
瘤

（
こ

ぶ
）
に
な

り
ま
す
。

声
の
か
す
れ

あ
な
た
の
健
康

沈
黙
は
金

で
す
か
ら
、
か
す
れ
声
を
治
し

た
い
人
は
、
全
く

の
沈
黙
を
守
り

筆
談
を
す

る
こ

と
に
な
り
ま
す

。

通
常

は
急

性
喉
頭

炎
で
す

の
で
、

治
療
し
な

が
ら
二
～
五
日
く
ら

い

声
を
使
用
し
な
け
れ
ば
治
癒
（
ゆ
）

し
ま
す
。

し
か
し
、
学
校
や
幼
稚
園
の
先

生
、
政
治
家
、
大
声
を
出
す
小
児

な
ど
は
声
の
乱
用
が
持
続
し
、
次

第
に
慢
性
喉
頭
炎

に
な
り
や
が
て

腫
瘤
を
作
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
声

帯
結
節
と
呼

ば
れ
ま
す
。
そ

れ
が

軟
ら
か
い
と
き
は
声
帯

ポ
リ
ー
プ

と
い
い
ま
す
。

声
の
か
す
れ
は
、
多
く
の
人

が

経
験
す

る
こ
と
で
す

。
ほ
と
ん
ど

の
場
合
、
声
帯
の
異

常
に
よ
っ
て

起
こ
り
ま
す
。
の
ど
ぽ
と
け
の
高

さ
の
辺
り
の
、
空
気
の
通
り
道
に

当
た
る
部
分
を
喉
頭
（
こ
う
と
う
）

と

い
い
、
そ
の
中
程

に
は
前
後
に

走
る
左
右
二
本
の
筋
肉
で
で
き
た

板
状
の
「
ひ
だ
」
が
あ
り
、
こ

れ

を
声
帯
と
呼
び
ま
す
。
そ
の
長
さ

は
男
性
で
二
セ
ン
チ
、
女
性
で
∇
五

セ
ン
チ
あ
り
、
ご
く
少
し
開
い
た
り
閉

じ
た
り
し
て
、
一
秒
間
に
百
人

二

百
回
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
回

数
で
振
動

さ
せ
な
が
ら
声
を
出
し

て
い
る
の
で
す
。

風

邪

は
原

因

の
ひ

と
つ

例
え

ば
、
無
理
に
人
声
を
出
し

た
り
、
声
帯

が
風
邪
（
か
ぜ
）
な

ど
の
炎
症
で
赤
く
腫
（
は
）
れ
た

り
す
る
と
、
そ
の
縁
が
凸
凹
に
な

り
、
ピ
ッ
タ
リ
閉
じ
ら
れ
な
く
な
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ポリオ予防接種申し込み

・ 初めてまたは１回受けた
日付け

○年○月○日

●住所

・保護者氏名

●子どもの氏名

・子どもの生年月日

・電話番号

会場  期日  時間

種　目　 距離|　　　　対　　 象　　　　｜ 費用崑
ス
ポ
ー
ツ
課
 
6
3
・
9
2
4
1
番

日　時　 ｜　　会　場
圃
松
戸
税
務
署
法
人
課
税
第
二
部
門

公
6
3・
1
1
7
1

番

※資料ま午後1時から各会場でお配りし

ます。
※自動車での来場はご遠慮ください。

取扱時間

午前IC時～午後４時

(月曜日は休館)

森のホール21　 チケットセンター

公演日時｜　　公　　　演　　　名　　｜会場｜料　金

※◇印は有料託児サービスがあります。詳細はホールにお尋ねく ださい。

保
健
・
衛
生

愛

の

献

血

①
1
2
月
５
日
(
木
)
午
前
９
時
3
0
分
～

1
1
時
4
5
分
と
午
後
１
時
～
４
時
②
７

日
(
土
)
午
前
９
時
3
0
分
～
１
１
時
4
5
分
と

午
後
１
時
～
３
時
3
0
分
会
場
①
マ

ブ
チ

モ

ー
タ
ー
寮

②
稔

台
市

民
セ
ン

①

松

飛

台

工

業

会

8
4
・
9
6

0
1

番

②

稔

台

連

合

町

会

容
6
2
・

２
３
４
１

番Ｏ
譲
り
ま
す

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

使
え
る
も
の
を
捨
て
る
前
に
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
へ

〔

家

具

〕

シ

ン

グ
ル

ベ

ッ

ド
二

千

円

二

点
◆

木

製

シ

ン

グ

ル

ベ

ッ

ド

三
千
円
◆
ハ
イ
パ
イ
プ
ペ
ッ
ド
無

料
◆
パ
イ
プ
ベ
ッ
ド
無
料
◆
座
卓

五
千

円
◆

木

調

座

い
す
二

脚
二

千

円
◆

座

い
す
千

円
三

点
◆

ダ
イ

ニ

ン

グ
ニ

点

セ

ッ

ト

無

料
◆

木

製

ガ

ラ

ス

戸
付

き

食

器

棚

五
百

円

◆

木

製
引

き

出

し

整

理

だ

ん

す

三
千

円

◆

洋

服

だ

ん

す

八
千

円
◆

三

畳

用

じ

ゅ
う

た

ん

七
千

円

◆

木

製

ド

レ

ッ

サ

ー
ハ

千
円

◆

布

製

ソ

フ

ァ

ー

五
モ

円

〔
電

気

用

品

〕

掃
除

機
二

千

円

◆

家

具

調

こ

た

つ
一
一
千

円
◆

冷

凍

庫

．
万

円
◆

扇
風

機

無

料
◆

超

音

波

洗

顔

器
二

千

円

◆

ポ

ケ

ッ

ト

ベ

ル

五
千
円
◆
つ
り
下
げ
照
明
器
具
六

千

円

◆

ヘ

ッ

ド

フ

ォ

ン

ス

テ

レ

オ

ハ

千

円
◆

パ

ソ

コ

ン

用

家

計

簿

ソ

フ
ト
（

ウ
ィ

ン
ド

ウ
ズ
版

）一
．千

円

〔
子

供

用

品

〕

Ａ

型

ベ

ビ
ー

カ

ー

五
百
円
・
三
千
円
◆
Ｂ
型
ベ
ビ
ー

カ
ー
無
料
・
三
千
円
三
点
◆
ベ
ビ

ー

ベ
ッ

ド

五
千

円

二

点

・
七

千

円

◆
ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク
二
千
円
・
三
千

円

・
四
千

円

◆
（

イ

ロ

ー
チ

ェ

ア

ー
三

千
円

◆
（

イ

チ

ェ
ア

ー
ラ

ッ

ク
三

千
円

◆

チ

ャ
イ

ル

ド
カ

ー
シ

ー
ト

千
円

・
四

千

円

◆

キ

ャ

リ

ー

バ
ス

ケ

ッ

ト
五

千

円

◆

ペ

ビ

ー

バ

ス

無

料
◆

ベ

ビ

ー

フ

ェ

ン
ス

千

五

ぼ

円
◆

ベ
ビ

ー

ふ
と

ん
七

千

円

◆

だ

っ
こ

ひ

も
Ｔ

円

◆

お

ん

ぶ
だ

っ

こ

ひ

も
千

円

・
干

五
百

円

◆

マ

マ

コ

ー
ト

三
千

円

・

六
千

五

百

円

◆

お

ん

ぶ

川

マ

マ

コ

ー
ト

ニ
モ

円

◆

お

ま

る

五
百

円

◆

紙

お
む

つ

（
新

生

児

用
）
一
．
パ
ッ

ク
千

円

〔
ス

ポ

ー

ツ

用

品

・

楽

器

〕

エ
レ

ク
ト

ー
ン

無

料
◆

剣

道

防

具

（
竹

刀

ケ

ー
ス
付

き

）
無

料
◆

腹

筋

台

五

千

円
◆

ス

リ

ム

ベ

ン
チ

二

千

五

百
円
◆
ダ
ン
ペ
ル
ー
．
個
三
１
円
◆

ス

キ

ー
ウ

ェ

ア

（
女

性

用

Ｍ

）

千

円

・
二

千

円

・
五
千

円

二

万

円

◆
ス
キ
ー
板
（
1
9
5
セ
ン
チ
）
三
千
円
・

（
1
7
0
セ
ン
チ
）
三
千
円

〔
日

用

品

〕

英
会

話

教

材

七

千

円

◆

ト

レ

ー

ス
教

材

三

千

円

◆

Ｌ

Ｐ

ガ

ス

ス
ト

ー

ブ
無

料

・
七

千

円

◆

石

油

フ

ァ

ン
ヒ

ー

タ

ー
ハ

千

円

◆

石

油

ス
ト

ー
ー
ブ
千

円

二

点

◆

ゴ
ム

タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
　
（
1
9
5
／
8
0
R
‐

1
5）

五

千

円

◆

タ
イ

ヤ
チ

ェ

ー
ン

（
1
6
5
／
7
0
R
－
1
3
）
千
円
・
（
1
7
5
／
6
5

R
－
1
4）
五
千

円
◆

ス

キ

ー

キ

ャ
リ

ア
五
千
円
◆
角
皿
二
十
枚
無
料
◆

小

皿

二

十

枚

無

料
◆

丸

皿

五

枚

無

料
◆

湯

飲

茶

わ

ん
十

個

無

料

◆

コ

ッ

プ

六
個

無
料

◆

飯

台

無

料

◆

オ

ー
デ
ィ
オ
ラ
ッ
ク
一
万
円
◆
米
び

つ
付

き
レ

ン

ジ

台
四

千

円

◆

編

み

機
一
万
円
◆
工
業
用
ロ
ッ
ク
ミ
シ

ン
無

料
◆

車

い

す

一
万

円

◆

ガ

ラ

ス
製

水
槽

無
料

◆

回

転
式

ラ

ウ

ン

ド
ハ
ン
ガ
ー
八
千
円
◆
オ
ル
ゴ
ー

ル
付

き
宝

石

箱

千

円

◆

手

動

芝

刈

り

機

無

料

◆

円

型

カ

ー

ペ

ッ

ト

言

畳

）
三
千

円

◆

掛

け

ふ

と

ん
Ｉ
．

枚
五

千

円

◆

お

と
そ

セ

ッ
ト

五

千

円

◆

ポ

ッ

ト
ハ

百

円

◆

籐

の
植

木

台
三

千

円
◆

家
具

調

こ

た

つ
と

こ

た

つ
ふ

と

ん

セ

ッ
ト

九
千

円

匣
1
1
月
2
9
日
(
金
)
〔
当
日
消
印
有
効
〕

ま

で

に

、
（

ガ

キ

に

希

望

品

名

（
品
物

一
点

に
つ

き
一

人

。
枚
）
　・

価

格

・
住

所

・
氏

名

・
電

話

番

り

（
昼
間

お

勤

め
の
人

は

勤

め
先

の
電

話
番
号
）
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
松

戸

市
小

根

本

七

の

八
京

葉

ガ

ス
Ｆ

松

戸

第
ニ

ヒ

ル
松

戸

市

消

費

生

活

セ

ン
タ

ー
へ

※

相
手

の

紹

介

は
月

始

め
に

抽

選

し

、
当

選

者

に

電

話

連

絡
し

ま

す

。

紹
介

後

は

自

主

交

渉

に
な

り
ま

す
。

○

次

回

掲

載

分

に

つ

い

て

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、
1
1
月

2
9
日
(
金
)
ま
で
に
、
電
話
で
申
し
込

ん
で

く

だ
さ

い
（
一
人
三

点
ま

で
）
。

１

月
2
5
日
号

に

掲

載
し

ま
す

。
価

格

は

一
万

円

ま

で

で

、

衣
料

品

・

食

料

品

・
自

転

車

な

ど

は
扱

い
ま

せ

ん
。

崑

消
費

生

活

セ

ン

タ
ー

昔
6
6
・
7

3
2
9

番

卓
球

・
ラ

ー
ジ
ボ

ー
ル
卓
球
教
室

1
2
月
８
日
(
日
)
午
前
９
時
～
午
後
１

時
 
会
場
少
金
原
体
育
館
 
費
用
無

料刑
当
日
会
場
で

嬲
体
育
指
導
委
員
・
市
村

登
4
2・
6

1
9
0
番

（
夜
間
の
み
）

雪
に
親
し
む
会

（
ス
キ

ー
）

1
2
月
2
9
日
(
日
)
午
後
９
時
3
0
分
伊
勢

丹
松
戸
店
一
剛
集
合
、
１
月
１
日
(
祝
)
午

後
８
時
帰
着
予
定
　
行
き
先
福
島
県

猪
苗
代
ス
キ
ー
場
　
定
員
先
着
三
十

八
人
 
費
用
大
人
四
万
円
、
小
人
(
小

学
生
以
下
)
三
万
七
千
円
（
往
俣
バ

ス
代
・
宿
泊
費
・
保
険
料
・
レ
ッ
ス

ン
料
含
む
。
子
ど
も
の
み
の
参
加
は

小
学
校
四
年
生
以
占

面

松
戸
市

ス
キ
ー
連
盟

・
高
橋

容

6
2
・
1
8
0
0
番
（
日
曜
、
祝
日
を

除
ぐ
午
前
９
時
～
午
後
７
時
）

ス
ポ
ー
ツ

「
(
仮
称
)
小
金
城
址
歴
史
公
園

開
演
記
念
歌
」
入
選
者
が
決
ま

り
ま
し
た

先
に
募

集
し

ま
し
た

「
（
仮
称

）

小
金
城
址
歴
史
公
園
開
園
記
念
歌
」

に
、
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し

た
。

審
査
の
結
果
、
作
詞
の
部
の
入
選

者
を
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
作
曲
の
部
で
は
、
残
念
な

が
ら
入
賞
作
品
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

お
知
ら
せ

最
優
秀
賞
＝
「
讃
々
音
頭
」
伊
藤

鉄
実

さ
ん
作

訓

（
中

金
杉

在
住
）

優
秀
賞
＝
「
小
金
城
址
公
園
の
詩
」

高
田
英

夫

さ
ん
作

詞

（
小

金
上

総
町

在

任
）
、
「
小

金

慕
情

」
倉

田
羊

三

さ

ん
作
詞

（
小

山
在

住
）

湎

商

工

観

光

課

観

光

係

登
6
6

。

７
３
２
７

番松
戸
市
七
草
マ
ラ
ソ
ン
大
会

１
月
５
日
(
日
)
午
前
８
時
～
８
時
4
0

分
受
け
付
け
、
８
時
4
0
分
開
会
式

会
場
運

動
公

園

圃
1
2
月
1
7
日
(
火
)
ま
で
に
、
所
定
の
用

紙
に
種
1
1
・
氏
名

・
住
所

・
勤

務
先

（
学

校
名

）
・
生

年

月
日

を
記

入
し

、

費
用

を
添
え

て

ス

ポ
ー
ツ
課

（
運

動

公

園
内

）
、
小
金

原
・
常
盤
平

体

育
館

、

青
少

年
会
館

の
各

窓
口

へ

※
当
日

受
け

付
け

は
行

い
ま
せ

ん
。

中

学
生

の
受
け

付
け

は

ス
ポ

ー
ツ

課

の
み

で
行

い
ま

す
。
人

会
当

日

、

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

小
・
中
学
生
観
光
絵
画
展

市
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
観

光
絵

画
を
募

集
し

た
と

こ
ろ

、
今
年

も
た

く

さ
ん

の
作

品

が
寄
せ

ら
れ
ま

し
た

。

入
選

作

品
を

次
の
と

お
り

展
示

し

て

い
ま
す

。

1
1
月
2
9
日
(
金
)
ま
で
の
午
前
８
時
3
0

分
～

午
後

５
時
　

会
場

市
役
所

。
階

本
館

新
館

連
絡
通

路

入
選
者
[
小
学
生
の
部
〕
市
長
賞
＝

柳

明

宏

（
相

模

台

小

）
、
立

石

麻
子

（
新

松

戸
西
小

）
、
内

山

美

希
（
横
須

賀
小

）
、
西
尾

太
作
（
小

金
小

）
、
川

村

佳

子
（
南

部
小

）
、
石

井

翔
子

（
小

金

小

）
、
観

光

協

会

長

賞

＝
早

川

礼

香

（
六
実
第

三
小

）
、
高
橋

真
弓
（
相
模

台

小

）
、
中

村
真
奈

美

（
小

金
小

）
、

永

塚
美
菜
子
(
上
本
郷
小
）
、
立
石
梔
子

（
新

松

戸
一四
小

）
、
大

塚
晃

生
（
小

金

小

）

〔
中
学

生
の
部
〕
市
長

賞

＝
波
多
腰

典

子
（
栗
ヶ

沢
中

）
、
石

井
周
平
（
第

二

中

）
、
益
子

佑
子

（
小

金

中
）
、
観

光

協

会
長

賞

＝
本
多

陽
葉

（
小

金
中

）
、

疋

田

金

津
恵

（
第

三
中

）
、
尾

上

さ

つ
き

（
栗

ヶ
沢

中
）

〔
敬

称
略
〕

亘

商

工

観

光

課

観

光

係

容
6
6
・
7

3
2
7

番

県

内
の

日

本

語

教

室
案

内

が
冊

子

に

な

り

ま
し

た

「
あ
な
た
の
町

の
日
本
語
教
室
」

（
房
総
日
本
語

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
編
集
）
が
発
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
冊
子
は
、
(
財
)
松
戸
市
国
際

交
流
協
会
事
務
局

・
市
民
相
談
室
・

教
育

委
具
会
指
導
課
・
市
民
課
外
国

人
登
録
受
付
窓
口
お
よ
び
各
支
所
に

置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
ぐ

だ
さ
い
。
お
知
り
合
い
の
外
国
人
の

方
に
も
、

ぜ
ひ
教
え
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。

黷
(
財
)
松
戸
市
国
際
交
流
協
会
（
市
役

所
新
館
五
階
）

年

末

調

整

説
明

会

消

費
税
法
の
改
正
点

の
説
明
も
併

せ
て
行
い
ま
す
。

ポ
リ
オ
(
急
性
灰
白
髄
炎
)
予

防
接
種ポ
リ
オ
（
急
性
灰
白
髄
炎
）
予
防

接

種
を
下
表
の
と
お
Ｉ
実
施
し
ま
す
。

生
後
三
ヵ
月
以
上
七
歳
六
ヵ
月
未

満
で
、
二
回
飲
み
終
わ
っ
て
お
ら
ず
、

予
診
票
を
持

っ
て
い
な
い
人
は
、
直

接
各
保
健
セ
ン
タ
ー
・
各
支
所
の
市

民
健
康
相
談
室
で
申
し
込
む
か
、
（

ガ
キ
記
人
要
領
を
参
照
し
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ

い
。

※
旧
問
診
票
を
持
っ
て
い
る
人
は
。

集
団
接
種
会
場
で
交
換
し
て
使
用

で
き
ま
す
。

荳
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

容
6
6・

7
4
8
4
番

ポ　リ　 オ　日　程　表

中央 保健センター

五香市民セン ター

松飛台市民 セン ター

東部市民セン ター

馬橋東市民 セン ター

健康増進セン ター

常盤平市民 セン ター

明市民セン ター

古ケ 綺市民 セン ター

稔台市民 セン ター

小金 原市民 センター

新松戸市民 セン ター

小金 保健セン ター

馬橋市民センタ ー

六実市民センタ ー

ニ十世紀 が丘市民センタ ー

11/28(木)

12/25(水)

12/ 6(金)

12/12(木)

12/ 4(水
)一 一12/10(火

12/ 5(木)

12/19(木)

12/18(水)

12/ 2(月)
-
12/13(金)

12/11(水)

12/ 3(火

)12/24(火)
-
11/29(金)
-
12/2(金)

12/17(火)

12/ 9(月)
-
12/16(月)

3/1 0(月)

3/26(水)

３／ ５(水)

3/25(火)

3/18( 火)

3/14( 金)

３／６(木)

3/24( 月)

３／ ３(月)

3/26(水)
-
3/11(火)

3/13(木)

3/ 7(金)

3/28(金)

３／ ４(火)
-
3/19(水)

3/17(月)

3/12(水)

3/27(木)

午
後
１
時
～
２
時
1
5
分

※予診 票があれば 、予約不要 です。

400円

無料

400円

市内在住・在勤・在学者

市内在住・在勤で39 歳以下

(高校生を除く)

市内在住・在勤で40 歳以上

市内在住･ 在学の中学2･3 年生

市内在住･ 在学の中学１年生

市内在住一在学の中学生

市内外を問わず

市外からの参加者

10km

5 km

-

4 km

3 km

5 km-
10km

一 般 男子 １部

一 般男 子 ２部

壮 年 の部

中 学男 子 の部

中学1年男子の部

中 学 女子 の部

女子 の部

市外 の部

a84 －5050番

チケットガイド

12･21(土

)午後2時・

午後6時30分1/12

(日)午後4時

2/9(日)

午後2時

2/11(祝

)午後3時3/7(金

)

午後6時

30分

X'masファミリーコンサート

音楽物 語 「ス ノーマン」

(乳幼児も座席が必要な場合は有料)オマ ール ・バレン テ＆

オルケスタ･デ･ タンゴ･ アルゼンチー ノ

公共 ホールネ･ソトワ ーク事業

「森のホール21 音楽 祭」

音楽監督・豊嶋泰 (ヴｧイオリン･ヴィオラ）

前進座 公演

［さ ぶ］（山 本周五郎原作 ）

立JII志の輔 独 演会

大ホール

大ホール

一

大ホール

◇

大ホール

一

小ホール

Ｓ席 4,000円

Ａ席3,0000円

5歳以上有料

Ｓ席5,000 円

Ａ席4,000 円

Ｂ席3,000 円

全指定席3,800 円

学生1,500 円

Ｓ席4,500 円

Ａ席3,500 円

Ｂ席2,500 円

学生2,000 円

全指定席

3,000 円

11/26(火)

27(水）

28(木）

午
後
１
時
3
0分
～
４
時

鎌ヶ谷市総合福

祉保健センター

流山市文化会館

松戸市民会館

広報 1996年(平成８年)11月２５日

ハガキ記入要領



見に行こう聴いてみよう＝文化施設だより＝

森のホ ール21　S84-5050番 戸 定 歴史 館　s62  - 2050番
期日  催し物(☆印は有料)  開演時間  問い合わせ先‾

文化ホールギャラリー c67  ― 7810番

■期　間　　　　　　内　容　　　　　　　　　　　問い合わせ先

松戸駅市民ギャラリー
市社会教育課
S66  - 7462番

期間　　　11/28(木)まで　　　1　　29(金)～12/12(木)　　1　　　13(金)～26(木)

21世紀の森と広場パークセンター s  45-8900 番

期　　 間　　　　 ｉ　　　　　　　 内　　　　　　 容

相談名　　　期　　日　　　　 時　　間　　　 会　場

期　　 問

今から130 年ほど 前の幕 末維新期 、島 霞谷はわ が国で最も 早い 時期に 油絵を描

い た画家でし た。画家とし て出発し た霞 谷は 、写真の 撮影や 、日本 で最初の 金属

活字を発明 する など 、多 方面に わたり先 駆的な 活動を 行い まし た。

展覧会では、大部分が初公開となる島家の資料を一堂に公開するとともに、絵

画・写 真・活字など 現在では 別の 分野に 独立し た領 域が 、まだ 渾然（こ ん ぜん ）

とし ていた 黎明（ れい めい） 期の 相互関 係を 探りたいと 思い ます。

時代の最先端を駆け抜けた男が巻き起こ寸I、幕末の熱さ風を感じてください。

市民劇場 Q68  - 0070番

期日　　　　　内　容　　　　開園時間　　　　　　問い合わせ先

市民会館 S68-1237 番

内容(☆印の催し物は有料)  開演時間  問い合わせ

先

博物館 c84-8181 番

期　　圜　　　ｉ　　　　　　　　　　　　　　内　　　　 容

ハイビジョン映像｢ 水の表情/越前和紙の美｣

会場講堂　費用観覧無料

※1/5(日)からは｢世界やきもの紀行/スペインの旅｣(15 分間)を上映し ます

博物館館内公開

収蔵庫・作業室・書庫 ・学芸員室など展示室以外の施設を見学し ます。

対象小学生以上　定員各回15 人

圃11 月30 日出 までに、電話で市立博物館館内公開係(f184 －82(72番)へ

一一一一一‥
入館時間…午前9時30分～午後4時30分　常設展観覧料…一般300円(240円)･高大学生150円(100

円)･小 中学 生100 円(60 円 バ　) 内は20 人 以上 の団 体 料金　 ※第2 ・4 土 曜 日は 、小中学 生 の観 覧

は無料です。休館日…月曜日(祝日に当たるときは翌日)･第4金曜日(館内整理日)総合展示解

説ツアー…毎週土・日曜日と祝日の午後2時から30分間、解説員による総合展示ツアー解説を開

催しています(参加者は観覧料が必要です。

○お気軽にご相談ください　１２月の相談あんないＯ

交通事故

市政･一般

法律相談☆

税務相談

登記相談

行政相談

住宅相談

外国人相談

労 働相談

健康保険証を忘れずに

相談名　　　期　　日　　　　 時　　間　　　 会　場

◆テレホン案内サービス

………O66-0010 番

平日・午後５時～翌日午前９時

休日と土曜･午前９時～翌日午

前９時

◆夜間急病診療所…S68-3756 番

衛生会館内･毎日午後8時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

………O65-3430 番

衛生会館内･午後８時～11時 消費生活相談

午 前10時～午後3 時

午前９時～午後４時

第1～第４金曜日

3(火)

18(水）

5(木)

人権相談

※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(63 - 627&番)でも行っています。

午前10時～午後3 時

市役所相談ｺｰﾅｰ

馬 橋 支 所

六 実 支 所

小 金 支 所

常 盤 平 支 所

新松戸市民ｾﾝﾀｰ

小金原市民ｾンﾀｰ

第1 ～第 ４金 曜 日

2(月)

3(火)

3(火)

4(水)･18(水)

4(水)・18(水)

5(木)･19(木)

第 １～ 第 ３月 曜 日

第 ４ 月曜 日
一

火･ 金曜 日

毎 月第 ２火 曜 日

月～ 金 曜 日

月～ 金 曜 日

ゆ う ま つ ど

こころの 相 談

女 性就 業相 談

女 性 パ ー ト

労 働 相 談

就 学 相 談 ☆

教 育 相 談 ☆

育 児 相 談

(すくすくﾃﾚﾌｫﾝ)

※相談はすべて無料ですO ☆印の相談は予約をお願いします。

‾3(火)
6(金)
10(火9
13(金)
17(火)
20(金)
24(火)
27(金)
月～金曜日

内　　　　　 容

12／8(日)まで

特別展

幕末幻 の油絵師

島　 霞 谷

(しまかこ＜)

入館胯間…午前9時30分～午後４時30分(月曜日は休館)入館料…大人20O円、高大学生140円、小

中学生70円(第2・4土曜日は、小中学生の観覧は無料です)

11/30(土)

12/ 1(日)

4(水)

-

７(土)

一

10(火)

11(水)

一 一

14(土)

一

15(日)

-

19(木)

24(火)

育児講演会

東京電気大学マンドリン合奏

みどり幼稚園音楽発表会

サウンド・ミーティング'96

吉敷ギター教室コン サート

聖徳大フォークソンググラフ

ピアノ声楽の発表会

ピアノ発表会

カラオケコンテスト

ケリスマスコン サート

10:30

15:00

13:00

14:30

17:00

16:00

一

17:30

13:00

18:00

13:30

市こ ども 課

田村友紀

一 色雅 男

岡 部浩

吉 敷則 忠

竹 下梓

前 田る か

岸 本伸 子

冨 永く に子

池 田春 美

66  -1111番

0425－ 44－ 9003番

0474- 43- 3951番

昔47ー6151番

a63-5439 番

O043-277－7390番

a 44-6872番

a59-3624 番

41-3623 番

a45- 4656 番

※月 曜日 は 休館 。

1 1 / 2 8 ( 木 )

-

3 0 ( 土 )

一

1 2 /  1 ( 日 )

7 ( 土 ) 8 ( 日 )

1 3 ( 金 ) 1 4 ( 土 )

一

2 2 ( 日 )

2 4 ( 火 )

平 成8 年 分 年 末 調 整 説 明 会

新 松 戸 コ ー ル マ ミ ー 合 唱 コ ン サ ー ト ☆

サ ム ラ イ 日 本　 公 演　　　　　　 ☆

千 葉 文化 祭196 芸 術 フ ェ ステ ィバ ル｢ 第22

回 現 代 バレ エ 合 同 公演｣ ～ 大 人 の 部～ ☆

千 葉 文化 祭'96 芸 術 フ ェ ステ ィ バル[ 第22

回 現 代 バレ エ 合 同 公演] ～ 小 人 の 部～ ☆

中 央 学院 大学 軽 音 楽部 ラ イ ブ コ ン サー ト

松戸西子ども 劇場松戸音楽フェスティパルアン

サンブルむげ ん｢ 動物さんたちでておい で｣☆

第4 回 和 太 鼓 の 響 き

松 戸 芸 術 舞 踊 協 会 第 １３[コ ク リ ス マ

ス チ ャ リ テ ィ 公 演　　　　　　 ☆

13:30

14:00

13:00

18:00

15:00

-
16:30

14:30

一
13:30
-

16:30

I市市 民税 課

漸松戸コールマミ・

|松戸 市文 化 振興 財団

S66-1111 番
S45-4610番
84-5050番

千葉県教育委員会文化課

a043-223一刻27番

中央学院大学文化連合i

松戸 西子 ど も劇 場

松戸 市音 楽 協会

松 戸芸 術 舞 踊 協会 音84-0195番|

午後1時15 分･3 時15

分から20分間（土日

･祝･ 休日は午前11

からも上映）　　

｜

12/1(日)　　　　　｜

午前10 時30 分と午後

1時からそれぞれ1時

大
　

ホ
　

ー
　

ル

小
　

ホ
　

ー
　

ル

11/26(火)

27(水

) 30(土

)
一

12/ 1(日)

-

7(

土) 14(土

) 21(土

) 22(日

)-

25(水

)11/26(火)

30(土

)
一 一
12/ 1(日)

-

7(土

) 8(日)

一 一
14(土

)一

15(日

) 21(土

) 24(火

)

さだまさしコンサートツアー'96～'97

に し き の あ き ら 特 別 公 演｢ て な も ん や 三 度笠｣ ☆

松 戸 ブ ラ ス オ ル ケ ス タ ー 第9 回 定 期 演 奏 会 ☆

吉 幾 三 オ ン ・ ス テ ー ジ'96　 ☆　14:00

高 木 幼 稚 園 音 楽 会

X'masファミリーコンサート音楽物語[ｽﾉｰﾏﾝj☆14:00

武 蔵 大 学 管 弦 楽 団 特 別 演 奏 会

東 京 バレ エ 劇場 バレ エ 団 公 演[ くる み 割 り 人 形] が

第 ５ 回 松 戸 地 区 高 等 学 校 音 楽 会　　　　 Ｉ

木下伸市｢津軽三味線」グループ　☆

クリスマスミニコンサート

網村とき子民舞指導奉仕30周年記念発表会

高井滋陽バリトンリサイタル　　　　☆

長 谷 川 和 香 ピ ア ノ リ サ イ タ ル　　　　 ☆i

酒 井 根 バ レ エ 教 室 ク リ ス マ ス バ レ エ 発 表 会

ピ ア ノ コ ン サ ー ト

ピ ア ノ 発 表 会

劇 団 天童 公 演"I  LOVE クリ スマス キャロル』☆14:00

ピ ア ノ 発 表 会

18:30
一

15:0010:00
一

16:00

13:00

13:

00

文化放送ちけっとぽーと  03-3357-9999番

11/26(火)～12/1

(日) 27(水)～　　1

(日)12/ 4(水)～　　8(日)

6(金)～　　8(日)

11(水)～　15(日

) 20(金)～‾22(

日)

リアリズム写真集団松戸支部展「海月」

松 戸書 道 教育 連盟 展

特 殊学 級 合同 作品 展

かたち と あそ ぶ

「ラ ディ カ ル」 絵画 展

グループＫ展

百和会 水 墨 画展

絵 画 教室 いろ イロ ば たけ 作品 展

リ アリ ズム 写真 集団　R45-ﾜ287 番

松戸 書 道教 育 連盟　　 ≪62 ―2982 番

市教育委員会指導課　S66―7458番

門 間　　　　　　　　 ≪62 ―5804 番

由井　　　　　　　　 豐41 －8160 番

大＃　　　　　　　　 ≪63 ―3185 番

百 和会　　　　　　　 登62 －36ﾜ2 番

田中　　　　　　　　1564-1947番

開館時間･･･午前10時～午後6時（月曜日は休館）

サ ー ク ル 裕　 ア メ リ カ ン シ ャ

ド ウ ボ ッ ク ス 作 品 展

圖 藤 永 ≫88  ―ﾜ5ﾜ6 番

マ ミ フ ラ ワ ー デ ザ イ ン 松 戸 指

定 教 室｢ 自 作 の 器 と 花 の 作 品 展｣

嶷 上 野 昔63 －0096 番

東

西

杳伸書道会作品展

圜齊藤S49-3196 番

「さくら会」大須賀刺繍サー

クル作品展

跏:大須賀388-4576番

井 口淳 子作 品展

｢ 水彩 に 魅か れて｣

厘 井口S43-89ﾜ1 番

コンピューターアートスクールビ

ッゲペン第2回Ｃ･Ｇアート作品展

岡 高山S46-5391 番

展
　
示
二

催
し

物
一
相

談

１２／３(火)～７(土)

12/10(火)～15(日)

12/18(水)～23(祝)

12/14 (土)午前10時～11時30分

12/21(土)午前10時～11時30分

｢和紙ちぎり絵展｣　 和紙ちぎり絵同好会

｢第4回まつど街と水辺の花づくりコンクール入賞作品展｣

(財)まつど街と水辺の緑化基金

[クリスマス・お正月を飾る･リース展] 企画展

野草ウォツチング　　講師…自然解説員　川端ﾈ羊子氏

バードウォ ソヽヂング　講師…自然解説員　首藤美恵子氏

圃当日パークセンターで（先着25 人） 費用…無料　※雨天中止

毎週水・土 ・日曜日・祝日

午前10時～正午　午後1時～４時

みどりの相談員による花や緑に関する相談

(電話でも受け付けます)

入館時間… 午前９時～ 午後∠1時(月曜日は休館)

月～金 曜 日

毎週火･木､第2月曜日

第 １月 曜 日

第 ２ 金 曜 日

第 ３金 曜 日

第 ２ 月 曜 日

毎 週 水 曜 日

第 ２・ 第 ４火 曜 日

第 １・ 第 ３ 月曜 日

午前9時～午後5時

午前8時30分～午後5M

午後１時～５時

午前９時～正午

午後1時～５時

午後１時～４時30分

午後１時～３時

午前10時～午後４時

午前９時～正午

午後１時～５時

市
役
所
相
談
コ

ー
ナ
ー

市民相談室

※労働相談は東葛飾支庁商工労政課(Q61―4089番)でも行っています。

市

民

相

談

室

を
金
銭
問
題
の
相
談
も
行
い
ま
す
。

商工観 光

課労 政係

巡

回

年

金

相

談

常磐平支所

小金支所

小金原支所

馬橋支所

六実支所

新松戸支所

矢切支所

東部支所

国

民

年

金

課

適

用

係

※
左
記
以
外
の
日
は
国
民
年
金
課
へ

消費生活センター

065 ―6565番

午前10時～午後3 時

市役所相

談コーナ

ー

小金支所

常磐平支

所

小金原市

民センタ

ー

千
葉
地
方
法
務
局

松
戸
支
局

市
援
護
課
庶
務
係

社
会
福
祉
協
議
会

登
6
8・
0
5
0
3
番

心

配

ご

と

相

談

午前10時～午後4時午後1時～7時午前10時～午後4時午後1時30分～4時30午前9時~正午

午前8時30分

～午後5

女性センター

(相談室直通)

063  ― 0505番

女性センター

c64  - 8778番

教 育 研 究 所

66－ 7461番

北松戸保育所

f67  ― 4646番

救急医療体制
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